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我が国が未利用の資源植物に関する調査

牧田道夫

(1993年8月初日受理)

農業生物資源研究所遺伝資源第二部， 305 茨城県つくば市観音台

SynopsIs 

出aincrops cultivated at the present will not change places with new 
crops developed from economic resource-plants， but we have to create the new 
crops characterized by the underexploited useful genetic features for human 
life. 
The promising underexploited genetic resource-plants are following: these 
of producing special useful substances， having biologically unique functions 
like as C4 plant， preventing from the destruction of cultivated field， and 
adapting to the biologically inferior environments like as dry， cold， wet， salty 
soil and low fertile soil regions. 
Basing on this point of view， the informations of 107 economic resource-
plants are selected and discussed. 

Key word: new crop， economic resource予lant，economic plant， useful plant， 
genetlc resources 
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はじめに

我が盟は南北に3.000kmと長く，亜熱帯から亜寒帯まであって四季の変化，植生の種類

に富んでいる.しかし栽培植物に関しては殆ど全てを外国から移入してきた.古代のイネ

をはじめ主食となった穀類，イモ類は全て歴史時代にはすでに移入されていた.ただ新大

陸京産のトウモロコシ，ジャガイモ，サツマイモは16世紀以降に移入された.以来，今日

までに多数の種類の栽培横物が移入されて，多くは消え去りまたはマイナークロップとし

て細々残存するに留まった.文献によると，世界の主要な栽培植物の多くは既に古代農耕

文化の発生時に作物として成立した.その後，人類は新しい作物の開発にあまり熱心でな
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く，少なくとも既存の主要作物の動向を覆すような新作物は現れなかった.

新栽培植物の開発研究は過去に英毘等の植民地統治毘や米国，ニュージーランドのよう

な移民閣で発達し，そして現在も圏内外で地道に継続されている.人臼増加による将来の

食糧問題，開発等による植物遺伝資源の滅失，もっと短期的には食生活の多様化によるニ

ーズ等に対応するために新栽培植物資源への取り組みが見産されているように見受けられ

る.このような'情勢のもとで，本資料の作成を行った.

この資料の目的は次の通りである.(1)現在，我が闘で栽培植物としての地位は確立され

ていないが，将来，研究や改良を加えることによって新作物として利用が期待されるもの，

あるいはそれ自体作物として利用されなくても資源的儲値のために利用が期待される遺法

資掠を対象とした.(2)これらについて，先ず我が毘における今後の確保と利用の意義や役

割を考察した.(3)次いで， (2)の考え方によって，個々の資源植物の情報を収集，整理した.

以上を今後の我が腐の資源横物の確保と保存を行うための資料とするために行った.

1 .資源植物の研究序説

1.資源植物とは

先ず最初に資源植物という言葉の意味を整理したい.この言葉が時々用いられるように

なったのは， 1973年の石油ショック以来減速経済に移ると共に化石燃料などの有眼な鉱物

資源に対して再生産可能な植物資源が注目されだしたこと，もう一つは植物におけるバイ

オサイエンスの研究が発達してその素材となる槌物の用途，範閤が従来の育種学等に増し

て新しい未知の資源的可能性を持つことになったことなどによると思われる.もっと古く

にこの言葉が使用されているのは柴田桂太編「資源横物事典J(初版1949年，増補改訂版1957

年)においてである.再審では，資源植物とは資擦として人間活動の各種用途に利用され

て，現在のみならず将来利用の可能性のあるもの及び過去に利用された植物を包含してい

る.また湯浅浩史・前11/文夫編「マメ科資掠植物便覧J(1987年)でもこの言葉を前記とほ
ぼ開じ意味に定義している.この言葉を最も縮かく専門用語として定義づけているのは，

小山鎮夫著「資掠植物学J(1984年)である.間警は「資源植物jの内容を次のように定義
している.

(1)経済植物

a開発経済植物:育麓の進んだ栽培植物

b開発中経済植物:栽培型の品種は存在するが野生型との差は少ない.品種の育種

は遅れていて品種数も 1ないし少数.

C未開発経済植物:原則として野生櫨物を利用していて，判然とした栽培型の品種

が存在じない，または有用植物であることが判っているが，未利用である.

(2)栽培植物の原種:直接，間接の祖先種

(3)栽培植物及びその原種の近縁関連植物

4年前に刊行された「遺缶資源集成J(1989)で，黒11/遣氏は小山氏の定義は妥当である
が，バイオテクノロジーの発達に伴って利用される可能性を潜在的に持つ植物，すなわち

種々のストレス耐性機能や特殊の生理活性物質を生産するが米利用の野生植物もこの韓念

に含めておく必要があると述べている.農水省研究機関ではこの種の種物について，作物

育穏推進基本計画(1993年)で， i新規作物の素材となる未利用・少利用植物Jという表現
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の仕方で，これは小山氏のいう範囲の一部を指し示している.農林水産ジーンパンク事業

の計癌は今日と将来の内外の遺伝資諒の確保，利用環境に対応したもので，資源植物の上

記の範囲は全て趣旨に入っているが，表現としては，将来栽培化が期待され整備しておく

遺伝資漉」や「近縁野生種j等というように個々のケースに応じて表現している.

以上のことを参考にして本調査では調査の便宜に合わせて， I資源横物」の定義，包含す
る範囲を次のように定めた. [1 ]では丸，二重丸印が資源植物の範閤を示し，その内，二

重丸印を f新資掠植物Jとして本調査の対象とする.この中には!日利用植物も今後の時代
に新資源として期待できるものを含めた.

[リ経済植物

開発度

a 開発経済植物

b.開発中経済植物

c 未開発経済植物

広域利用

O 

孝司

限定利用

O 
O 
O 

[ 2 ]栽培植物の素材となる有用特性を備えた植物資源

0栽培植物の起瀧野生種，近縁種.

用

米利用

。

度

!日利用

o 
o 
o 

0バイオテクノロジーの素材に適した有用特性を潜在的に備えた野生植物など.

a， b， cで示した経演植物の開発度の定義は小山氏の定義をそのまま使用する.本調

査で対象とする範閤は， [1 ]では二重丸印で示した，開発程度がまだ進んでいないか未開

発で，世界の限定された地域のみで利用されているか未利用の植物，及び!日利用横物であ

る. [2 ]では原則としてすべてを含む.これらを本書で「新資源植物」と呼ぶことにして，

f資源植物jが現在の開発された栽塔植物も合んでいるのと産加する.

英語で日本語の f資源植物」に対応する用語はないと思われる.これは後に述べるよう

に欧米の一部の毘々では未知の有用植物の探索，調査が古くから行われていたので，既存

の栽培植物と未開発の有用植物とをIR53Uずることなく閉じ線上でとらえているためと思わ
れる.英国でEconomicplantという用語は内容的にはすでに経済植物，有用植物としての

効果が知られて将来開発されて新作物として予想されるものを指しており，有用性の未知

資源とか，野生麓のような，それ自体，作物として利用されなくても有用特性を素材とし

て提供する素材は含まないと思われる.

我が国では昔から，栽培植物としてすでに開発された植物を導入してきたが，将来にお

ける植物産業の重要性から未知の有用植物の探索，調査が必要であるという認識が高まり

つつあることから，植物学と農学の境界領域を補うような f資源植物学jという言葉が生

まれた.資源植物学の分野は小山鎮夫著f資源植物学J(1984年)によると次のようである.
世界中に存在する人類の生活，産業に益する植物資源を民族植物学的手法や植物分類学的

手法により探索，収集して，それを系統的に諦ベ上げて分類学的位置や学名を特定すると

共にその植物の有用特性，利用形態や地理的分布域，生態的特性を研究して，新栽培植物

の素材やバイオテクノロジーの素材として農学の分野に引き渡すのである.
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2 .新資源嬬物過去の取り組み

(1) 欧州、!の植民地統治時代

107 

過去の歴史の中で新資源植物への取り組みのエポックメイキングとなった時代は大航海

時代である.この時代に，世界で地域的な隈定のもとで利用していた栽培横物が新しい地

域から他へ広く伝播し，新大陸や熱帯アジアの有用植物が歌州へ移入されて願化，開発さ

れて栽培植物となり人々の生活に役立った.その事例は多いが若干の例をあげると.16世

紀のスペイン入による中南米，アンデス地域のジャガイモ，タバコ， トウガラシ，インゲ

ンマメの欧州や東洋への移入，コロンプスによるトウモロコシとサツマイモのスペインへ

の移入がある.また，パラゴムノキは英国人によりアマゾン地域から密かに種子が持ち出

され，英国のキュウ植物菌 (RoyalBotanic Garden， Kew)で選定，増殖の後，スリラン

カと英穣マレーへ移入されて大発展し，ブラジルでは衰退した.サトウキビは原産地の南

アジアから地中帯地域で栄え.16世紀にポルトガル人によってブラジルへ，コロンブスに

よってカナリア島から西インド諸島へ持ち出され新大陸で大発麗した.コーヒーはエチオ

ピアが原産地であるが，ジャワからアムステノレダム植物瞳を経て南米スリナムに出て，更

にブラジルに出て今日のブラジルコーヒーの発展となった.これらの例では原産地よりむ

しろ伝播先とその廃辺の国々が世界的大産地となった.

18世紀終わりから19世紀初めにかけては本格的な植物探検のための世界一潤航路が完成

した.欧州から南米に行き，パタゴニアを回って太平洋側へ出て，南洋諸島，オーストラリア

を経てインドネシア，インド，更にアフリカを回って帰るlレートが開け，間半球の熱帯地域の

植物が移入された.こうして集められた情報から世界各地の植物招が次第に判ってきた.

(2) 英国

これらの植物大伝播現象の先鞭をつけたのは英国であった.英国は日本と問じ島闘で資

源のない関であるが，インド，ピルマ，東南アジアの広大な諸国を植民地としていたので，

重要な植民地政策の一環として現地に生患する植物の中から経済的有用植物を探索，収集

し本闘に持ち帰って，または現地で順化，改良して植民地で生産し，製品を本国へ持ち帰

って食料，繊維，地の工業用原料とした.このような熱帯構物の調査，研究の学聞をEconomic

Botanyといった.Wickens (1990)によると，英国では1790年にエジンパラの大学で最初

のAgriculturalBotany (栽培植物学)講座が設けられた.しかし1890年までは広く大学に

普及しなかった.その間，英摺が先に述べた植民地政策の開始と共に現地から熱帯麗の有

用植物を精力的に探索，収集して持ち J席りキュウ種物園で開発研究をすることになった.

そのため既存のAgriculturalBotanyの範囲に熱帯植物研究のEconomicBotanyも含ま

れるようになり両者は同義語のようになった.この流れが後のEconomicBotanyの主な分

野として発達したという.Economic Botanyは我が国の f資源植物学jと目的，方向性に

おいて軌をーにしているが，対象とする植物の範囲，経済的有用度の段轄において後者の

方が広く解釈されている.すなわち後者は対象植物の範閣を新規栽培植物を目的とするの

みならず，栽培櫨物の起源野生種や栽培撞物へ素材を提供する遺伝子資源も含んでおり，

小山氏によると EconomicBotanyは「資源植物学」の前身であるという.

英国における植民地支配時代の熱帯植物の探索，収集研究の拠点、となったのはキュウ植

物菌である.当時の植民地統治国は探索，収集の拠点として本聞や現地に植物閣を設け，

そこから探検隊が出かけていって植物誌(フローラ)の作成や膨大な錯葉標本を集めた.

キュウ檀物菌の行った有名な成功例はキニーネの箆料となる Cinchonaspp.とパラゴムの
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Hevea brasilientsis (Willd. ex A. Juss) Muell.-Arg.の収集，開発である.これらが持ち込

まれて栽培化されるに主るまでには多大の試行錯誤が払われたと述べられている.今日，

向植物圏の植物情報は世界に及ぶが，特に!日様民地を中心とした情報が多いという.近年

では1981年から世界の乾操，半乾燥地帯の有用植物の謂査事業を行った.これは現地住民

の世代交代によってローカルな植物の情報が失われる訴に集めて保存，提供するためであ

る.

(3) 他の歌州諸国

Economic Botanyは欧州の他の模民地を持った個々，フランス，ベルギー，オランダに

も伝わり， JI麗調に発達した.これらの諸国では穀類等の主な作物麓類は既に確保されてい

たので，植民地(プランテーション)での輪出用換金作物となる植物資源が探索された.

ノfリ植物菌(Jardin des Plantes， Paris)はノレイ14世時代にコーヒーを増殖して硲インド

諸島へ移出し，それが今日のブルーマウンテンの基となった.間関では現在，ラオス，カ

ンボジア，ベトナムの植物誌の調査が進行している.ボゴール植物盟(KebunRaya Indonesia) 

はオランダ統治時代の1817年に設立され，植物誌の作成と有用植物の研究が行われた.現

在もインドネシアとオランダの協力でマレーシアの植物誌の作成が行われている.

(4) 米国

移民で成り立った闘で歴史が浅く植物資掠に恵まれない米国では， I日大陸や中南米から

積極的に栽培横物を導入してきた.今日，米国原産の作物といえば，アメリカブドウ，プ

ルーペリー，ピカン，クランペリー，ヒマワリ程度である.当初は移民や探索者達が個々

に本国や他の国の栽培植物を持ち込んだ.のちに菌室長的事業として世界各地へ探索隊の派

遣や橿物資源導入を開始し，以後，遺低資源の探索，導入や調査は積極的に行われている.

1824年には第6代大統領John Quincy Adamsが世界中に派遣されている領事に対して，

赴任地の珍しい植物を持ち帰るよう命令を出した.1852-54年には日本へ開国を迫った米

国潜軍の Perry提督には探索隊として 2人の槌物学者が陪行し日本と中国で植物を採集し

た.今世紀中頃 (1946-71年)の26年間の遺伝資源の探索・保存事業 (National Program 

for Conservation of Crop Germ)を見ると66隊が派遣され，探索先は中南米羽田，アジ

アとアフリカが各々17囲で殆どそ占め，植物は薬用，鑑賞用，油脂溶，飼料，野菜，マメ，

穀類，ステロイド生産用等多岐にわたっている.

農務省の植物導入に関する組織は1898年に外毘穂植物導入局が設立され，現在ではベlレ

ツビJレ農業研究センター (BARC)の植物遺伝・生殖質研究所 (PGGI)の中で遺伝資源の

導入，および開発と保存に関する研究が行われている.外国から導入された植物は全て PGGI

の植物導入・評価研究室 (PIEL)を通り，一連の日番号 (PlantInventory)がつけられ

る.新資源植物の評価や開発研究は他に，各植物の適地の連邦横物導入所 (FPIS)や地域

植物導入所 (RPIS)等でも広く行われている.

ニューヨーク植物圏 (TheN ew Y ork Botanical Garden)は植物麗としての機能と規

模で米国はもとより世界でも代表的な私立の植物顕であるが，新資源植物研究のグループ

が将来の食糧問題，エネルギーの枯渇に備えるべく活動を行っている.関横物閤のこの商

における活動の四つのテーマは，1)将来の食糧植物の増強， 2)エネルギー植物の開発，

3 )繊維植物の開発， 4) ゴム等の原料となる植物の開発である.

米国科学アカデミー (National Academy of Sciences)特別委員会は熱帯地域開発途上

田の生活向上のために将来有望と思われる熱帯植物資源に関する情報の調査事業を始めた.
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その第一報， NationaI Academy of Science (1981) . Underexploited TropicaI Plants 

with Promising Economic Value. i21世紀の熱帯構物資掠・吉田よし子等訳」が多数の研

究者の控目を集め，工業油料資源のホホパ，ゴム質資諒のグアユーノレ，野菜のシカクマメ

が新作物として開発が進んでいる.

(5) 間諜植物遺伝資源理事会 (IBPGR)

FAOが遺伝資源の問題に関心を示し始めたのは古く1947年である.1974年にIBPGRが

設立されて以来現在までに主要作物(野生種を含む)の収集と保存に活動の重点が霞かれ

てきた.従って新資源植物についての情報は少ないと思われる.

(6) 臼本

我が国は荷北に長くて臨然環境の変化に富んだ植生の豊かな閣であるが，栽培植物の積

類に関しでは豊かでなかった.古来，イネをはじめ主要な栽培植物はすべて外国からの移

入に頼ってきた.我が国原産のものとしてはクリ，ニホンナシ，カキ(但し，中国説が有

力な他，両国説もある)の果離と野菜ではワサビ，フキ，ウド，工芸作物のハッカ程度で

ある.古来より移入した作物の種類はたいへん多いのであるが，独自で新栽培植物を積種

的に開発するということは余りしなかった.これは我が簡は植生が自然条件に恵まれてい

るので，導入した各種の栽培植物を顕化，改良することによって品質も収量も優れた生産

物が得られ，その中から自分違の生活，野みにあった植物を選ぶことが可能で，敢えて新

しい栽培植物を開発する必要を感じなかったのではなかろうか.また我が閣は英国等のよ

うに植民地を統治することが少なかったのも新植物資源に関心を示さなかった一因である.

しかし，以前に日本の領土であった樺太，朝鮮，台湾では植物学的な諦査や植物誌の作成

が行われていた.

我が箇で最初に植物遺低資調を広く産業資諒の観点から重要性を示した公的な発言は，

1982年12月にバイオサイエンス議員懇談会が提言した「バイオサイエンス推進のための生

物資掠確保」であった.これを受けて科学技術庁，農水省，厚生省，文部省などがそれぞ

れ遺伝資源としての生物確保に関する方策を1983一例年にかけて答申した.

農水省における過去からの植物遺伝資源に対する研究体制の経緯を備験し，その中で新

資掠植物の取扱いについて述べる.1940年代後半から FAOが遺伝資源の国際交流を推進し

てきた.我が圏も FAO登録の米麦品種の保存と配布の義務を負うことになったのを契機に，

1953年に当時の農林省研究機関の中にイネ(当時の農業技術研究所)，ムギ類(当時の関東

東山農業試験場)，マメと雑穀(東北農業試験場)の麗予の評価，保存，配布専門の研究室

を設置し，育種研究に役立てた.その後，遺伝資漉の育種研究への重要性が国内外で言わ

れるようになって， 1965年に新しい遺伝資糠管理のプロジェクトが発足し，米国を参考に

して(実現したのは一部だったが)新しい種苗保存導入体部が発足した.その一環として

種苗保存導入係が新設されたり，低温の長期種子貯蔵施設，防疫縞離温室等が設寵され今

後増加する種子保存への準備が整った.(この貯蔵施設は現在，当農業生物資源研究所の15

万点、収容の長期・撞長期ニ重貯蔵庫に換わっている).1985年に発足した農林水産ジーンパ

ンク事業で，植物部門については，農業生産資源研究所内にセンターバンクを置き，全国

の農水省研究機関の育種関係研究室，種苗管理センターと家畜改良センターがサブパンク

として，植物遺伝資源とその情報の探索・収集，特性評倍，保存，増殖，配布を行ってい

る.1993年より第二期事業が進行中である.第一期事業で，遺伝資源確保の優先顕位(国

内要閣)を次のように定めている.第一に栽培植物種類の単純化，新品種の作付等により



110 農業生物資源研究所研究資料第6号 (1994)

滅失の恐れのある遺伝資漉，第ニに交配等の従来の育種法で改良を行うよで必要とする遺

伝資源，第三に組み換え DNA技術等のバイオテクノロジーを活用して改良を行うよで必要

とする遺伝資源，第四に将来栽培化が期待され，整備しておくべき遺伝資掠である.同事

業で現在までの遺伝資源確保は主として経済植物としての地位が確立されている種類を対

象とし，これらに関する栽堵種，在来麓や一部には野生種，近縁種を含めた広い遺伝的変

異の収集がされてきた.これらは収集の優先願位の第…，第二に相当すると言える.本調

査で対象とする新資掠植物は向事業の罷先JI彊位の第四に相当することになる.

概ね10年間の作物育種の推進方向を策定した「作物育種推進基本計画J(1986年)では，
新資源檀物は遺伝資源という言葉の中に包含されて扱われているが，情勢の変化に伴って

1993年3丹に策定された開名の計画書では初めて新規作物の育種と推進体制が計画されて

いる.その背景は消費者ニーズの多様化，技術の進歩と価値観の変化により，樽外からの

新規作物や低・米利用有用植物の開発が必要となっていることによる.目下の研究対象の

横物は，ヤーコン，キクイモ，アマランサス，フタゴマメ，クフェア属等が想定されてい

る.これらのあるものは昭和町年頃から新設された各地の資漉作物関係研究叢で先行的に

研究が進んでいる.平成4年度には大型研究プロジェクト f新需要創山計画jが発足し，

この中で関係あるものとして，新資器横物(上記横物種類が中心)の持つ優れた特性の開

発による生産・利用技術の確立研究が行われることになっている.

以上のように，未利用あるいは少利用の有用特性を備えた植物資掠に対する確保や開発

研究の計画及び実施がなされている.

1988年から，制農林水産技補情報協会が「我が障に導入の可能性のある海外の作物に関

する倍報収集事業J(35， 36， 37)を実施した.これは国公立研究機関による海外収集，調
査事業の情報と，構外派遣研究者や在外公館職員に行ったアンケートの情報を取りまとめ

たものである.

3 .新資源植物確保の意義

(1) 将来の食糧資源及び他の産業資源としての意義

まず，新資源横物を将来の食糧資源として考えるとき，それの達成時期を二通りの長さ

に分けるとよいと思う.一つは当面，概ね今世紀内外の達成を目標とする場合と，もう一

つは21世紀以降の食糧問題を自擦とする長期的な調点による場合である.それによって，

開発の対象とする新資源植物の条件，即ち作物化の開発程度や利用すべき特性の姿が異な

ってくる.

世界の人口は50億人で，今後も年間1.9%の割合で増加し続けると2020年には80億人に遼

するという.人類の発展のために現在以上の食糧生産の大幅な拡大が必須の課題であるこ

とは明らかである.将来，食糧危機が襲来した時，失われた食糧資源、の確保に我々の子孫

が宮藤しなければならないことのないように準備して置くべきである.将来の食糧生産の

拡大のために既存の経済植物の生産能力の更なる増大，適応耕地面積の開発等の努力が続

けられるのは当然であるが，一方で新しい栽培横物の開発に積極的に取り組むことが必要

である.

地方，化石燃料に代表される地下資源は有眼で，これに依存することの極めて多い現代

社会では，将来の資諜枯渇を訪止するために代替え資掠を開発しなければならない.植物

資源はそのために有力な資源である.植物資源はまた，再生産可能である他，化石燃料の



牧田道夫:我が留が未利用の資源植物に関する調査 111 

ような地球温暖化や離性雨による森林破壊等から地味環境を保全する機能を持つ.この間

での植物資源は繊維植物，ゴム質・樹臨植物，エネルギー植物，染料植物，更に土壌環境

の保全に役立つ土壌保全・改良植物等である.

(2) 植物遺伝資漉の種類の多様化

我が国は古来より主要作物を全て外留からの移入に頼ってきた.今日，我々の主食は殆

どイネ科穀類のコメとコムギのたった2種類である.世界的にも主食としての穀類はイネ

科中心のコムギ，イネ， トウモロコシ，オオムギの4種類で90%を占める.将来の食糧生

産を確保するためには植物撞類においても種類内の遺伝的変異においても多様で質的にす

ぐれた遺伝資源を熱帯，亜熱帯地域や栽培横物の起諜中心地から積極的にJfl(集，確保する

ことが必要である.その中で新作物の素材となる新資源植物及び既存栽培植物の野生種と

その近縁種は特に重要である.

(3) 植物種類の遺伝的浸食

近代的な改良品種の普及につれて品種の均質化が起こり，地域に多数栽培されていた特

定の優れた性質を持った在来種や古い育成品種が失われてゆく.これに代表されるような

遺伝的浸食 (Geneticerosion)は作物種類数の激減という形でも進行した.作物栽培の歴

史という長期的経過の中で，特に20世犯の近代育種の開始により品種改良の対象作物のふ

るい分けが行われ，作物種類が減少した.また，戦後では科学技術の発達による繊維，薬

料，染料等の化学合成や， 1960年代以降の農業基本法，経済成長による政策や社会情況の

影響で作物生産の高能率化，高収量・品質化が進み，多数の作物が姿を消し，あるいはマ

イナークロップとなった.このような!日利用捕物は遺伝資瀬として人類が長年培った貴重

な財産であり，これからの食糧，工業資掠の必要となる時代に備えて例え髄億の小さな資

源でも大切に確保すべきである.

(4)生産者，消費者ニーズ

以上は長期的視点、からのニーズについて述べたが，今世紀内外の視点から現在の我が関

農業をみると，安い外国産農産物との較差のもとで作物種類の菌でも生産量の面でも作付

け需要が伸び悩んでいる.生産者は収議性の高い作物を求めているが適作物がなく，生産

者の農業への意欲の妨げとなっている.一方で，我が閣の耕地は山間傾斜地の面積が多い

ので，集約性の高い適作物が求められている.地域農山村振興のために消費者にアッピー

ルする新機能の村起こし新作物も求められている.

我が国の今日の驚かな食糧供給を反映して食生活に対する価値観の変化，ニーズの多様

化で機能性，健康性食品，珍しい食品等が求められている.

4.新資源植物の開発

(1)超源の照時代性と我が国への伝播

米国の地理学者CarlO. Sauer (1952) r農業の起源jによると f今から約1万年前の新
石器時代にヨーロツノ丸中東，アジアの一部では最後の氷海の氷が急速に溶けて湖水や湿

地が増えた.そこには魚が増えて今まで移動性の狩猟生活をしていた人類は湖の回りに集

まって魚を採って生活できるようになり.定住することになり，その結果，一定の場所に

生活の残さや糞尿が捨てられ土壌が肥えたJという.とにかく狩猟生活から定住生活への
移行の段階で野生植物が取り入れられ半狩猟半農耕の生活から農耕生活と植物の栽培が始

まった.中尾(1976)によると， r 1万年から7000年の古いこの時代に確立した栽培植物は
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古代型または新高器型として起源の年代から一つのグループを形成していて，それらには

西アジアのムギ，アジアのイネ，アフリカやアジアの雑穀類，イモ類，世界各地のマメ類

等，今日の主要作物が入る.新大陸のトウモロコシ，ジャガイモ，カボチャも新石器時代

起源だが実年代はずっと新ししりという.つまり，今自の主要栽培構物の成立は新石器時

代という人類史の最初の発展段階で起こったもので，それ以後には少しの例外があったが

新しい栽培植物の成立は超こらなかった.

田中 (1989)によると， rlB話器時代の人間は1，500種以上の野生植物を食糧の対象とし

て採集していたJという.r新石器時代に入って採集時代から栽培時代に入り，野生型から
栽培型への能換に成功して約500種の栽培食用植物が成立した.その後，人類が対象とする

栽培横物は経捺植物としての選抜が進み，最も進行したのは現代で，その種類は約80穣と

言われる.そのよ，人類の食糧の大部分は約30種にも満たない植物から摂取されている

という.

このように世界の主要な栽培植物は栽培植物の起源の最も早い時代にすでに成立し，千

年のオーダーの関で世界に伝播，分化して地域に特有の在来型が成立し，高度に改良され

て今日に至った.その間，新しい栽培植物が開発されるどころか，特に文明の発展が進行

するにつれてどんどん切り拾てられ，近代になってそれが著しかった.

我が閣は先述のように殆どの栽培植物を外国から導入したが，表 lに古代以来，各時代

に渡来，栽帯化した栽培樺物の種類を引用したデータを示す.記載されていない栽培植物

も数多くあるがその導入した種類は豊富である.我が菌は中間，朝鮮からの文化の導入に

よって発展を計ったが，大和，奈良，平安時代にはすでに非常に多くの植物が導入され，

イネ，オオムギ，コムギ，アワ，ヒエ，キピ，ソノT，ダイズ，アズキ，ナタネはこの時代

までに導入されている.種子島にポルトガJレ船が現れた1543年以蜂，戦国時代から，鎖国

の江戸時代にも長崎港があったから歌州名の野菜が多数導入された.新大陸の作物が16世

紀から欧州各地に導入され始めたが，我が国にもトウモロコシ，ジャガイモ，サツマイモ，

ニホンカボチャ等が16世紀の後半から17世紀の初めは早くも導入された.明治になってか

らも欧米諮問から積撞的に導入し，三田や内藤新痛の爵場で試作して全国に配布した.北

海道へは開拓使により米国等から盛んに導入が計られた.以上のように我が国は過去に外

国の作物を多数導入してきた.

(2) 栽培型の獲得

栽培植物として基本的に呉備すべき形態的，生態的特性は野生植物から栽培化が行われ

た最も早い段階で主に機械的淘汰によって獲得されたと考えられている.Harlanら(1973)

は多数の穀類の起源と進化の研究から，栽培型の成立機構を機械的淘汰と，よく考えた人

為的選抜の二つに大別している.第一の機械的淘汰の結巣として，穂や種実の非脱粒化，

成熟期の均-1七，発芽の旺盛整七，感光感受性の増大，稔性・着粒性の増大，小花の数・

大きさの増大，種子等の大粒化，休眠性・皮性その他付属物の減少または消失，などが生

ずるとしている.

表2に，野生植物の栽培化によって栽培型植物が基本的に獲得すべき特性を作物グルー

プごとに列挙した.この中で，草姿形とは拡散型草姿で着粒密度が粗であるような場合で，

新泊料資源植物のホホパ(植物番号2017) はこの草姿形が撞子の低i況に影響する.

新資源櫨物がこれらの栽培型に基本的に必要な特性を獲得しているかどうかは新資源植

物として重要であり.それによってその植物の今後の開発の自的，方向，利用形態が異な
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我が国における栽培植物の渡来、栽培開始時代一覧表

{弥生時代】

イネ、アワ、ヒエ、ダイズ、サトイモ、

表 l

ショウガ

{大和・奈良・平安時代(12世紀)]

コムギ、オオムギ、モロコシ、キピ、ソパ、エンドウ、ソラマメ、アズキ、ササゲ、キュ

ウリ、シロウリ、ナス、カラシナ、チシャ、ダイコン、カプ、ネギ、ラッキョウ、シソ、

ハス、ウイキョウ、ニンニク、ケシ、チャ、コゃマ、ベニバナ、ヒマ、コンニャク

ナタネ?、アワ、ヒョウタン、

ジスイカ、カボチャ、トウモロコシ、リョクトウ、

{鎌倉・室町時代(16世紀)] 

ナガイモ、ワ夕、ヘチマ、キンカン、

ャガイモ、 トウガラシ

【江戸時代(19世紀)まで}
ハトムギ、インゲンマメ、ラッカセイ、ライマメ、キャベツ、トマト、ホウレンソウ、パ

セリ、セノレリー、ハクサイ、ニンジン、タマネギ、サツマイモ、アスパラガス、モウソウ

チク、イノンド、タノてコ、サトウキピ、ヒマワリ、イチゴ、オーチヤードグラス、クロノて

アノレフアノレブア

{明治時代}

ライムギ、エンノてク、

ク、テンサイ、アマ、

アーチチョーベニバナインゲン、メロン、オクラ、カリフラワ一、

ライク令ラス

より引用.果物類を除く)(昼間1987.
栽培型に基本的な特性と作物種類表2

イ

種実・穂の非脱粒性

発芽の均一性

成熟期の均一性

休眠性の趨化

穂実の大きさ

着粒性の増大

種皮の皮性の脱落

日長感受性の増大

貯蔵J性

草姿形
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穀性特

4 )果実の非脱落性

る.資源橋物の定義(105真1. 1)の中で， r経済櫨物として開発中・摂定地域で利用中
の植物Jは栽培裂を獲得している植物と考えられる.例を挙げると，アンデス地域のロー
カルな作物である穀類のキノアやイモ類のオカ，ウルコである.オカはニュージーランド

で20年前から改良して自国で新栽培植物として流通している.これらの植物は栽培型が確

立しているので今世紀内外の近い将来を自撰とした開発に役立つ材料である.本章・(4}r新

3 )裂実性2 )種実をイモに換える萌芽の均一性1) 備考
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栽培植物開発の事例」の中のシカクマメの開発もこの例である.IB利用植物も栽培型を獲

得していると考えて良い.一方，栽培型が獲得されていない新資掠植物は， I経済植物とし
て未開発・未利用植物jがこれに当たる.例えばオーストラリア原産の穀類，餌料として

期待されているターネラナ(植物番号1048) はイネ科の 1年生革本で，発見されて長くは

ないので生態もよく判っていない.北米の遠浅海岸に分布するアマモ科の多年生革本アマ

モ(植物番号1006) も穀類として期待されるが，原住民のインディアンが利用したのみで

ある.これらの植物は21世紀以降の長期的視点の開発自擦に役立つ材料である.同じく，

栽培型がまだ獲得されていない植物の中に，I経済植物として未開発ながら眼定地域で利用
の植物」がある.例えば北米東部の南北の湿地沼沢地に分布するイネ科の穀類ワイルドラ

イス(植物番号1080) は風味，栄養の優れた美味な食品であるが，熟期の不均一，種実の

脱落牲が有るために栽培化に思難が伴う.

このように，前述したような栽培植物に基本的に必要な特性の獲得されている植物は，

新栽培植物への開発計画の技術的な立案が比較的饗易である.今日の青種学と発達したバ

イオテクノロジーや生物機能開発，検定の技術によって，新栽培植物への開発の可能性が

開けてくる.一方，野生型を残した新資源植物の開発は，今までの栽培植物の栽培化の道

を辿らないにしても，長期にわたる開発計画の中で新資源植物としての材料の評価，関擦，

手法を入念に吟味すべきである.

上記のような栽培型が基本的に具備すべき特性は l年生革本の場合である.加工用原料

を生産する植物の中には多年生木本も多く，果構も多年生木本だが，これらは栽培型が獲

得されないで新作物となる場合が多い.本意(4)1新栽培植物開発の事例」の中でステピア，

ハスカップの開発はこの場合である.中島 (1976)によると，野生植物のままの利用段階

から栽培植物にいたる中間の段措で栽培化した状態を半栽培と呼び，穀類，革本植物では

この状態の作物化した例は非常に少ないが，木本櫨物では例が多く，パラゴムノキ，アプ

ラヤシ，パオパフ。などの例を挙げている.

(3) 伝播，分化，在来穏

栽培型が確立してから更に長い時間の経過の中で伝播した地域で遺伝的分化を繰り返し

ながら栽培植物に間有な特性を獲得して行く.変異と安定の変動菌は作物が持つ本来の遺

伝的な潜在能力と突然変異や交雑による変異，伝播先の自然環境庄，それに栽培者の人為

的な選抜圧等である.今日の栽培植物がどうやって利用部分が撮端に発達して利用者に使

利なようになったかについて，星川(1987)によると， I野菜のキャベツについて，地中海
付近の海岸の岩地に自生する起漉種は細い葉が何枚かパラパラついて結球しない貧相な植

物であったが，ただ葉が食べられるので太吉の人間はそれに着呂して，より肥沃な土地で

栽培を始めているうちに葉が大きな柔らかい，半ば結球するものに徐々に改良されていっ

た.それまでに2，000年以上を経た.それからもっぱら結球性のものに改良され，現在の姿

になったのはせいぜい200-300年前からのことであるjという.中毘 (1976)は， I今日の

作物の利用部分が野生種より大きく立派になったのは必ずしも人間が利用部分の増大を目

指して改良したとは言えない.種々作物の野生種との比較，観察から推測して，栽培作物

は強壮，迅速，大型に生育するという方向に変化した結果であって，自然に進行したピガ

ー (Vigor)育種の結果jとの説を述べている.とにかく，昔の人間は多数の植物の栽培過

程の中で，作物として役に立ちそうな特定の器官が発達する潜在的な能力を何かのきっか

けで見つけだし，そのような横物の特性を育ててきたのではないだろうか.
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(4) 我が閣の新資源植物開発の事例

我が国で最近開発された3穏の新栽培植物開発の事例を示す.なお，各事例の 1)-7) 

は次のものを示している.

1 )学 名 2)原産地

5 )開発操作 6 )開発の結果

3 )目的，用途

7)開発機関

A.新野菜「シカクマメJ 品種名「ウリズン」
1 ) PsoPhoca沙問 tetragonolobω(L.)DC. マメ科

4 )導入先

2)原産地はモーリシャスかマダガスカルと言われている.熱帯アジア中心に栽培.

世界的に注目中.多年生の蔓性革本.

3 )用途は夏野菜としてマメ英を利用.

4 )素材はオーストラリアから導入の34系統と現臨際農林水産業研究センター導入の

15系統，計49系統.

5 )我が盟の高温長日下でも開花，結実すること，野菜として毒性物質を含んでいな

いことを改良点として1982年に49系統800個体を採揮し 2年間系統・個体選抜，次

の2年間に地域適応性を検定.

6 )我が国の暖地の盛衰に安定して若英を生産できる.暖地で普及しつつある.

7)開発機関は農水省現国際農林水産業研究センター沖縄支所.

B.新甘味用植物「ステピアj

1 ) Stevia rebaudiana Bertoni キク科

2 )パラグアイ東北部の半湿地草原に野生.多年生革本で直立の茎が多生し， 80-120 

cm 

3 )栄養を伴わない天然甘味料.甘味主成分Stevioside.用途は漬物，チューインガ

ム，調味料，冷菓，水産加工，乳製品等.

4 )素材となったステピアは種子をブラジル・サンパウロの植物研究所から分譲され

た.

ステビアの導入は1970年壌から大学，民間でも導入，開発された.近年ステビア

からレパウディオサイドAという新しい甘味成分が見つかり，この成分の方が注目

されている.

5 )導入に!必要な一連の研究を実施した.形態的，生態的特性，繁殖特性を明らかに

して我が菌に定着の見通しを得た.南北に地理的適応性が広いが特に西南暖地に最

も適していることを明らかにした.

6 )西南暖地を中心に栽培されている.

7)開発機関は農水省!日農事試験場畑作部

C.新果樹 fハスカップj 品種名「ユウフ
1 )和名をクロミノウグイスカズラ スイカズラ科

2 )北海道，本州中北部に自生する.胆振郡勇払鹿野には群生地があり，地域開発が

進むにつれて資糠の枯渇を恐れ，昭和40年代後半から苫小牧，千歳市，水田転作で

他の町村も自生穣を栽培するようになった.このような背景から品種の開発に着手

した.

3 )ハスカップの果実は独特の鼠味があり，ビタミン，ミネラルが多く，果汁は濃赤

紫色である.生食も可能であるが離味が強いので加工して利用する.
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4)改良の素材となったのは苫小牧市沼の端付近の自生麓とその実生株.

5) 1967年以来，収集してきた自生種とそれに由来する実生株を60系統， 1987年より

揖性，収量，果実品質等の特性調査を実施， 1984年より新品種育成試験としての誤

査， 1986年に鍾良個体を選定して挿し木により増殖し， 1989年より 3年間，地域適

応性を検査した.別に現在，交雑育種による品種改良を実施中.

6 )新品種「ユウフツJは大型果実で収量が高く，加工適性がよい.北海道一円で35
ha (全体の25%)の普及を見込んでいる.

7)開発機関は北海道立中央農業試験場爵芸部

5 .我が国の新資源植物確保の方向

(1)新資源植物の所在

パビロフによる栽培植物の起源中心地説では殆どの栽培植物の起源地が世界の8笛所の

地域に局限されている.パビロフ(中村英司訳1980) は，国有の植物群，種，変種を基に

して世界の古代農耕文化が発生し，それぞれ独自の文明を発達させた事実を述べ，植物地

理学的方法で発祥と変異形成の中心地を明確にすることは，人類文化とその発祥地を客観

的に明らかにするのに役立つと述べている.新資源植物探索の対象地域の一つは，これら

パピロフセンターと呼ばれる地域である.これらの地域には，起源種，近縁種の他に，眼

定された地域で栽培されているローカルな変異に富んだ古くからの作物，長い歴史の中で

何らかの理由で競合に負けて栽培植物として残らなかったが有用な性質を備えた植物があ

る.古代の人聞は現代よりはるかに行動の範菌や情報の収集に摂度があったから，今日か

らみると有望な新資源植物が残されている可能性がある.中島(1976)は， I栽培化の初期
に有利な植物が全部利用され尽してしまったとは到癌考えられない.ムギ類の原産地には

雑穀に開発できそうな 1年生イネ科ならまだ沢山候補があるJと報告した.
新資源植物の探索，収集の他の脊力な地域は熱帯地域である.中南米，東南アジア，ア

フリカの熱帯雨林が主な地域である.米国ナショナJレアカデミーサイエンス(1981)によ

ると， I同地域の植物種類は驚くほど多く，有用特性の種類においても食用，工業用ワック

ス，ゴム，油脂，エネルギー，化学物質等の他，従来のニーズや市場を考えるだけでは対

応が不十分な新しい用途の資源が期待されるJという.ところが熱帯地域の植物の調査は，
欧米の学者が植物誌の研究に着手していることを先述したが，それでも一向に進んでいな

い.一方で今世紀後半から南米や東南アジアのように，現地人の焼畑を主原臨とする森林

破壊が進行して早急の対策が必要となっている.熱帯地域の植物資源の探索，調査は人類

共通の課題として，地国とのコンセンサスのもとに役割分担した共同研究が必要である.

Uphop (1968) は米国ニューヨーク植物盟，コーネlレ，ハーノTート大学，米国農務省や

外国資料を元に世界中の有用植物を9，500種(栽培植物を含む)挙げている.これは吉代入

が利用したであろうという1，500種よりはるかに多く，未知のものを含めると有用特性を備

えた植物は大変な数に上るだろう.

(2) 新資源植物の役割

我が圏が新資源植物を今後の新栽培植物開発の素材として，どのような性格，役割のも

のとするかについて考察する.

米国ニューヨーク植物園で資源植物学を活動範閣のーっとしている小山鎮夫氏は「資源

植物学J(1984)の中でこの点に関して， Iこれからは既存経済植物の改善を継続すると共
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に，未開発経済植物や経済植物の関連種，未利用有用植物から新しい経済植物を開発する

ことが植物産業の原材料を確保するために必要である」と述べている.

栽塔植物起源学が専門で植物遺伝資源にも造詣の深い田中正武氏は「栽培植物の起原J
(1975)の中で将来の食糧問題について， r既存栽培植物を対象にあらゆる角度からの食嶺
獲得への努力を払うと共に，今後は人間自らの手で新しい栽培植物の開発に積極的に取り

組む必要がある.近代科学の粋を集めて人類に有用な生物を創造することは容易でないが

それを可能にするためにはまず有用生殖質の可能な探索，収集と近代科学の粋を集めた研

と説いている.また， r21世紀に託する遺伝資漉の意義J(1984)の中で， r人類の食糧
が限定された栽培植物に依存している現状から，遺伝資源の意義は限定された栽培植物の

遺伝的質の向上と多様性の増大を企歯することである.在来種の確保の地に野生種から有

用遺伝子を導入して生理，生態的活性に寄与する.特にバイオテクノロジー等の手法の発

達がこれらの可能性を増大するjと述べている.

今日の主要な栽培植物は古代に栽培型を獲得し，長い歴史の中で育まれ，高度に開発さ

れて現在に歪り，経済植物として異犠すべき多岐，多数の条件を備えるにヨさった.従って

今後の開発はこれらを基本素材としてその延長上にこれらの遺伝的変異の拡大を計るべき

である.変異拡大の方向は，栽培可能地帯の適応性の拡大，用途の拡大，ストレス・障害

耐性の向上，質的・量的生産能力の向上等である.そのための変異源は野生種，広い範囲

の近縁穏，在来種，旧利用作物であり，変異の拡大を可能にするのは，今日発達している

遺伝子工学，遠縁交雑と培養技術，生体機能の開発，検定技術などハイテクノロジーの農

業への貢献である.

次に新資源植物の役割を吏に異体的に考察する.先ず前提条件として，塁走存の栽培植物

が獲得してきた経捺植物に必要な多岐の改良された特性と競合しない立場から，用途，機

能，物質生産において新しい需要を創出する植物であり，農業生産に最終的に役立つべき

ものである.この観点から新資源植物の役割として，次のような可能性が期待される.

これらを念頭に置いて選定した新資源植物種別データを第II部に掲載した.

1)[生産物質の面から，タンパク質，澱粉，油料，特定の有用な成分，生理活性物質

等を生産する横物]

将来の人口の増加，食生活の変化に伴ってタンパク質の需要が増加する.その場合，動

物性のみに依存することはできない.植物性タンパク質は生産が動物性より効率的，かっ

低コストであり，穣実に多く，マメ科植物では種実の他，根茎，葉にも含まれる.熱帯地

域はタンパク質擦を諜索する有望な地域であろうといわれる.澱粉は穀類，イモ類，マメ

類に躍する植物に多く含まれ，資掠は比較的豊富である.種子に油脂を含む植物は多く，

資源となる植物種類が多い.また熱帯地域は有用な成分を含む噌好欽料，香辛料，ゴム質

等の殆どの作物の原産地でり，未知のユニークな成分を探す有望な地域である.

2) [利用形態から，ユニークな機能性・品質，健康性，栄養性，多目的性を有する植

物}

開発のある程度進んだ植物を素材としてユニークな機能性や高品質性，良食味，栄養性

を備えた新栽培植物を開発して当面の需要に対応する.例としては，第五部に掲載したア

カザ科キノアの有する高栄養性，ヒユ科センニンコクの有するアレルギー(アトピー性皮

膚炎)の回避性，ヤーコンの生産するフラクトオリゴ糖の健康上の機能性，食用カンナの
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生産する良質なアロールート澱粉，イネ科ワイルドライスの風味，高栄養，第II部にはな

いがココヤシやパオパフ令の植物体各器官の多目的利用性等がある.

3) [工業用原料の面から，油料・ワックス，ゴム・揖脂，バイオマスエネルギー，繊

維・製紙を生産する植物〕

長期的な視点から，化石資源や林木資掠の有眼性または再生産国難な資源の枯渇を妨ぐ

ための植物資漉として重要である.例としては，油料原料のミソハギ科クフェア，ツゲ科

ホホノヘゴム原料のキク科グアユールとロシアタンポポ，バイオマスのイネ科サトウモロ

コシ，繊維原料のイネ科エスバルト，製紙原料のアオイ科ケナフ等である.

4) [生体機能の面から，高能率生産性，共生作用，窒素盟定，その他の機能を有する

植物】

新栽培植物それ自体として開発されるのでなく，遺缶資糠的価値のために特殊機能の利

用が期待される植物が多い.例としては，根部から土壌中の燐酸可給化物質を分泌する共

生作物のキマメ，茎部にも窒素間定の茎粒を有するマメ科セスパニアロストラータ等であ

る.またアフリカ原産の現地語でアグパユンという甘味資漉植物は今日の作物にはない甘

味機構を有する非カロリー甘味資源である.

5) [耕地環境保全の商から，耕土保全・改良，緑把に利用する植物]

耕地を浸食，低肥沃化，耕盤形成などから保護して肥沃土壌を形成する.地球環境問題

の中で土壌保全は世界的に重要である.我が国でも減反跡地や耕作士宮の耕作放棄，化学肥

料による耕土の疲弊等耕地の保全に問題がある.例として，土壌保全，放牧牧草として優

れたクラクロパー，土性改良，緑肥の効果のあるマメ科クロタラリア，乾燥，塩生地で流

砂を屈めて浸食を防止するハマピシ科シベリアハマピシ等がある.

6) [不良環境地帯の耕地利用の習から，半乾燥地帯，熱帯雨林地帯，波地帯，但肥沃

土地帯，強酸・強アルカリ土地帯，寒冷地帯，高塩性地帯に栽培可能な植物〕

我が閣の食糧資源の確保を世界の食糧問題の中で考える時，我が国はもとより，世界の

条件の良い耕作可能地は限られているから，世界の不良環境地帯の耕地への開発が将来の

食糧生産拡大に重要である.そのための作物の開発に新資源植物は重要な役割を持つ.世

界の半乾燥サヴァンナ地帯は広大であり，低把沃，強酸性，アノレミニウム害を伴う場合が

多い.また熱帯悶林地帯の森林破壊跡地及びアジア北部，北米の寒冷地帯も広大な菌積を

有する.このような不良環境地帯でも生育する数多くの新資源植物が存在する.

ゴムの原料を生産するラテックス植物はグアユール等乾燥地帯原産の植物が多い.油料

植物クフェア，ホホパも同様である.一方，ラテックス横物でもキク科ロシアタンポポは

寒冷，半乾:燥，アルカリ土壌に適応する.ペルー・アンデス高地原産の根菜マカは夜間-

10度Cの条件下でも生育して耐寒性遺伝資源として，オーストラリア原産の穀類ターネラ

ナは100mmの雨で収穫期まで生育して耐乾性遺伝資源として期待される.

II.新資源植物別データ

1 .鵠査方法

(1) 調査資料

内外の単行本，事典，論文，業務資料である.一つの植物に複数の資料を参考にした場

合は主資料と，他を副資料として，部資料はその番号を( )で回って示した.
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各植物種別データは出来るだけ簡潔に纏めて示したので，詳しくは，データの最後に示

した出所文献で諦べる必要がある.

(2) 選定の基準

選定の対象とした植物は，我が国において将来の栽培植物として，または遺伝子資額的

素材として期待されるものである.

我が国への導入の有無や開発・利用の程度から次のように分けた.

1)外国の限定された地域で栽培，または未開発で，我が閤へは未導入. (f 4 .新資源

植物種別データ」で「米導入植物」と記入). 

2 )外国から導入して，現在，我が国で開発中. (f 4 .新資源植物種別データ!で

入・開発中植物Jと記入).
3 )過去に導入されたか国産だが，現在，少利用か利用されていないが，今日の状況で

再評髄されるか，有用特性を保存する必要があると思われる.m日導入・少利用植物j等
と記入).このうち，農水省・生物研ジーンパンクで現在，ある程度の品種数以上を保存し

ている植物は原知として除いた.

(3) 選定の範閤

1)用途別

食用植物:イモ類(食用，澱粉原料，他の食品原料)，マメ類，野菜類(果菜，葉菜，根

菜，茎菜，花菜)，油料，甘味料，晴好飲料.

工業用植物:油脂・ワックス，ゴム質・樹脂，繊維・製紙，バイオマスエネルギー.

土壌保全・改良，及び鯛料用植物:緑肥，被覆，飼料.

2 )植物分類別

被子植物中，原則として革本の双子葉植物及び単子葉植物.

なお，薬用植物，鑑賞に供する植物は，栽培植物から野草の類まで境界がなくて範囲が

広く，薬用植物は我が閣では農水省遺伝資源の対象でないので除いた.香辛料，精油原料

(ハーブワ植物も除いた.

また，栽培植物の野生種と近縁種については，その有用性や利用上の事情が判り難いの

でそれらも選定の対象としなかった.

(4) 我が屈における栽培適応性

未導入資源植物には熱帯，亜熱帯原産の槙物が最も多く，我が揺での栽培適略性が問題

になる.熱帯横物は高温条件下で，日長条件が12時間前後で較差の少ない条件下で生活サ

イクルを営むので，日長感応性が一殻に中間性や四季咲きのような中B性で，温帯の夏期

には短日性に感応の高過ぎる植物が多いと思われる.しかし中日性や地域に幅のある生態

系もあって我が国へ導入可能の種類も多い.また，我が箇は亜熱帯から亜寒帯まで含むの

で，アンデス高地やアジア北部原産の寒冷地向け樟物も広い適応範囲を有している.

将来の世界規模の耕地開発から，不良環境地，特に乾燥・半乾燥地への適応植物も選定

の対象にした.

(5) 用語 (f4 .新資源植物種別データ」で用いた用語の説明)

導入・開発・科用状況f(2)選定の基準Jで示した.
和名:分類学上は 1菌又は l言語系ごとに広く通用する名・普通名を和名という.和名

がない植物については，本書では現地名や学名をローマ字読みして便宜上，和名の

項目に入れたものが4植物ある.
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外聞名英語名を中心に記した.

原産地:資料により異なる時は，主資料を重視するが，両者を記した.

出所文献:古い栽培撞物はもとより，新しい植物で注自されている植物は文献が多いがこ

こではこれらを網羅してはいない.植物穣類別データの出所文献の項で， ( )内は

副資料の番号である.

植物番号:1000， 2000， 3000は，各々，食用，工業用，土壌保全・改良用植物を示してい

る.

(1) アイウヱオ)1康

1)食用植物(主席途)

1001.アーテイチョーク

1002.アピオス

1003.アグパユン

(現地語ローマ字読み)

1004.アマクズ

1005.アマナ

1006.アマモ

2.選定した植物名

Cynara scolymus L.キク科

Aρios americaηG抗edikマメ科

Synse，ραlum dulcificam Schum Daniellアカテツ科

Pueraria thomsnii Benth.マメ科

Tulipαedulin Bakerユリ科

Zoster.αmarina L.アマモ手ヰ

1007.アマランサス ドウピウス Amaranthus dubius Mart.ヒユ科

(学名ローマ字読み)

1008.アラカチャ

1009.イト イグピン

(現地語ローマ字読み)

1010.イナゴマメ

1011.ウルコ

1012.エンダイブ

1013.オオクログワイ

1014.オカ

1015.オドリフェラ

1016.オニドコロ

JJ • ヒメドコロ

1017.カシュウイモ

1018.カテンフ

(現地諾ローマ字読み)

1019.カニュア

1020.カミツレ

1021.ガラスマメ

1022.ガールキン

Arracacia xanthorrhiza Bancroftセリ科

DioscoreoPhyllum cumminsiiマメ科

Ceratkonia siliqua L.マメ幸ヰ

Ullucus tuberosus Caldasツルムラサキ科

Cichorium endivia L.キク科

Eleocharia dulcis Trin. ssp. tuberosa T. Koyama 

カヤツリグサ科

Oxalis tuberosa抗olinaカタノてミ科

Sicania odol俳m ウリ科

Dioscorea tokoro Makinoヤマノイモ科

D. tenuipes Franch et Sav.ヤマノイモ干ヰ

Dioscorea bulbifera L. form. domestica Makino et 

Nemotoヤマイモ科

Thaumatococcus danielliiクズウコン科

Chenoρodiumραllidicaule Hellerアカザ科

Matricaria chamomilla L.キク科

Lathyrus sativus L.マメ科

Cucumis anguria L.ウリ科
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1023.キクイモ

1024.キクランテラ

1025.キサラギナ

1026.キノア

1027.キマメ

1028.クコ

1029.クズウコン

1030.クルーパ

1031.ケーパー

1032.コガネヤナギ

1033.ゴボウアザミ

1034.サルシファイ

1035.サルナシ

1036.シカクマメ

1037.シゲホピユ

(穀実アマランサス)

1038.シコクピエ

1039.ジュンサイ

1040.食用カンナ

1041.ジロウ

1042.セノレリアック

1043.センソウ

1044.センニンコク

(穀実アマランサス)

1045.ターイジョ

1046.タカコ

1047.タやツタンソノて

1048.ターネラナ

1049.ツリートマト

1050.ツノレレイシ

1051. トウガン

1052. トウジンピエ

1053. トレピス

1054.ナタマメ

1055.ヌグ

1056.パースニップ

1057.ハッショウマメ

1058.ノてフアローウリ

1059.ハヤトウリ

Hel的tthustuberosus L.キク科

Cyclanther，αρedata Schrad.ウリ科
Brassica narinosa Baileyアブラナ科

Chenopodium quinoa Willdenowアカザ科

Cajanus cajan(L.) Millsp.マメ科

Lycium Chinense L.ナス科

Maranta aruηdinacea L.クズウコン科

Passijlora mollissima(H. B.瓦.)Baileyトケイソウ科

CatρarisゆinosaL.フウチョウソウ手斗

Scutellan'a baicalensis Georgiシソf4

0・rsiumd;がsacolePisMatsumuraキク科

Tragoρogonρorrifolius L.キク科

Actinidia arguta(Sieb. et Succ.) Planchマタタピ干斗

Psoρhocarpus tetragonolobus(L.) DC.マメ科

Amaranthus hypochondriacus L.ヒユ科

Eleusine coracana Gaertn.イネ科

Brasenia schreberi Gmelinスイレン科

Caηna edulis Ker-Gawlカンナ手4
Solanum gilo Raddiナス科

Aρium graveolens L. var rapaceum DC.セリ科

Mesona chinensis Benthシソ科

Amaranthus caudatus L.ヒユ科

Dioscorea alata L.ヤマノイモ手4
Polakowskia tacacoウリ科

Fagopyrum tartaricum Gaertn.タデ科

Echinochloa turnerana(Domin) J. M. Blackイネ科

Cyphomandra betacea(Cavanilles) Sendnerナス科

M omordica charantia L.ウリ科

Benincasa hisPida Cogn.ウリ科

Peηηisetum fy)りh01'des(Burm.f.) Stapf & Hubbard 

イネ科

Cicorium intibusキク科

Canaval勿 gladiataDC.マメ科
Guizotia abyssinica(L. f.) Cass.キク科

Pastinica sativa L.セリ科

Mucuηαρruriens(L.) DC.マメ科

Cucurbita foetidissima狂BK.ウリ科
Sechium edule Swartzウリ科
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1060. ヒユ

(野菜アマランサス)

1061. ヒヨコマメ

1062.ブアウゾンテJレ

1063.フジマメ

1064.ペキ-

1065.ペピノ

1066.ホドイモ

1067.マカ

1068.マコモ

1069.マテチャ

1070.ムラサキアカザ

1071.モロヘイヤ

1072.ヤウポン

1073.ヤーコン

1074. ヨウサイ

1075.ライマメ

1076. ノレロ

1077.レンズマメ

1078.ロケットサラダ

1079.ローゼJレ

1080. ワイノレドライス

2 )工業原料用植物(主用途)

200l.エスバルト

2002.カンデリラ

2003.グアユール

2004. クフェア属

2005. クラスタービーン

2006.ケナフ

2007. コモンミルクウイード

2008.サトウモロコシ

ヒユ科

Cicer arie万numL.マメ科

Chenopodium nuttaliae Saffordアカザ科

Dolichos Lablab L.マメ科

Caηocar brasiliense Camb.ノTターナッツ科

Solanum muricatum Ait.ナス科

Apios fortunei Maxim.マメ科

LePidium meyenii Walpersアブラナ科

Zizania lat約liaTurcz，イネ科

Ilex ρaraguayensis A. St. Hil.モチノキ手4
Chenoρodiumρur，ρurascens J acpuin.アカザ科

Corchorus olitorius L.シナノキ科

Ilex vomitoria Ait.モチノキ科

Polymnia sonchifolia Poepping & Endlicherキク科

Ipomoea aquatica Forsk.ヒルガオ科

P加seol;悶 lunatusL.マメ科

Solanum quitoense Lam.ナス科

Lens culinaris Medik.マメ科

Eruca sativa Mills.アブラナ科

Hibiscus sabdar坊匂L.アオイ科

Zizania aquatica L.イネ科

Stipa tenacissima L.イネ幸ヰ

Euρhorbia antisY1りhiliticaZucc.トウダイグサ科

Parthenium argentatum A. Gray.キク科

CuPhea spp.ミソハギ科

Cyamopsis tetragonoloba(L.) Taub.マメ科

Hibiscus cannabinus L.アオイ科

AsclePias syriaca L.ガガイモ科

Sorghum bicolor拡eonchvar. saccharatum Korn 

イネ科

2009. シナアブラギリ Aleurites fordii Hemsl.トウダイグサ科

2010.シロマツナ Suaeda glauca Bungeアカザ科

2011.ストケシア Stokesia laevis (五ill)Greeneキク科

2012.スナジアカザ Agrioρhyllum arenarium Bieb.アカザ科

20l3.デザートミルクウィード AscZ，ゆz，αssubulata Decaisne ex A. DC.ガガイモ科

2014.ハギクソウ Euphorbia esula L.トウダイグサ科

2015.パレイ Cηφtostegia grandiflora R. Brガガイモ科

2016.ハリー Grindelia camporum Greeneキク科

2017.ホホパ Simmondsia chinensis(Link) Schneiderツゲ科
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2018.マオラン Phormium tenαx Forst.リュウゼツラン科

2019.マンガベイラ Hancornia speciosa Gomezキョウチクトウ科

2020.ロシアタンポポ Tar.似 acumkok-saghyz Rodinキク科

3 )耕地保全・改良吊，及び館料用槌物(主用途)

3001.クロタラリア

3002.クラクロノ，'-

3003.サイラトロ

Crotalar;必junceaL.マメ科

Trifolium ambiguum Bieb.マメ科

3004.シベリアハマビシ

3005.シJレトグラス

Macroptilium atroρurpureum(DC.) Urb.マメ科

Nitraria sibirica Pall.ハマピシ科

Paspalum vaginatum Swartz.イネ科

3006.セスパニア ロストラータ Sesbaηia rostrataマメ科

(学名のローマ字読み)

3007.ヤブマメ AmJうhicarpaea edgeworthii Benth. var. Japonica 

Oliverマメ科

(2) 用途別植物名

1 )食用(穀類)

※ 捜数の用途

アマモ 1006 

カニュア 1019 

キノア 1026 

シゲホピユ 1037 

シコクピエ * 1038 

センニンコク 1044 

タ。ツタンソノす 1047 

ターネラナ * 1048 

トウジンピエ * 1052 

ファウソンテ/レ 1062 

ムラサキアカザ 1070 

ワイノレドライス 1080 

2 )食用(イモ類)

アピオス(食用 1002

アマクズ(食用，澱粉，醸造 1004

ウルコ(食用 1011

オカ(食用 1014

オニドコロ(食用 1016

ヒメドコロ(食用 1016

カシュウイモ(食用)

キクイモ(イヌリン)

クズウコン(澱粉)

食用カンナ(澱粉)

ダイジョ(食用)

ホドイモ(食用)

1017 

1023 

1069 

1040 

1045 

1066 

ヤーコン(食用，オリゴ糖 1073

3 )食用(マメ類)

* 後数の用途
イナゴマメ * 1010 

キマメ * 1027 

シカクマメ * 1036 

ナタマメ * 1054 

ハッショウマメ * 1057 

ヒヨコマメ 1061 

フジマメ * 1063 

ライマメ 1075 

レンズマメ 1077 

4 )食用(野菜類)

※ 複数の用途

アーテイチョーク(花菜 1001

アマナ(茎菜 1005

アマランサス ドピウス(葉菜 1007

アラカチャ(根菜 1008

エンダイプ(葉菜 1012

オオクログワイ(根菜 1013

オドリアェラ(果菜 1015

ガラスマメ(爽*

ガールキン(果菜)

キクランテラ(果菜)

キサラギナ(葉菜)

キマメ(英*

クコ(果菜)

1021 

1022 

1024 

1025 

1027 

1028 
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ケーノ{-(花菜)

ゴボウアザミ(根菜)

サルシファイ(根菜)

サルナシ(果菜)

ジュンサイ(葉菜)

ジロウ(果菜)

セルリアック(根菜)

タカコ(果菜)

ツリートマト(巣菜)

ツルレイシ(果菜)

トウガン(果菜)

トレピス(葉菜)

ナタマメ(英*

ノf…スニップ(根菜)

ハヤトウリ(果菜)

ヒユ(葉莱)

フジマメ(英*

ベピノ(果菜)

マカ(根菜)

マコモ(菜菜)

モロへイヤ(葉菜)

ヨウサイ(葉菜)

ルロ(果菜)

1031 

1033 

1034 

1035 

1039 

1041 

1042 

1046 

1049 

1050 

1051 

1053 

1054 

1056 

1059 

1060 

1063 

1065 

1067 

1068 

1071 

1074 

1076 

ロケットサラダ(葉菜 1078

5 )食用(油料，甘味料，稽好飲料)

アグパユン(甘味料 1003

イト イグビン(甘味料 1009

カテンフ(甘味料 1018

カミツレ(晴好料 1020

クルーパ(噌貯飲料 1030

コガネヤナギ(晴好飲料 1032

センソウ(曙好飲料 1043

ヌグ(泊料 1055

パフアローウリ(油料 1058

ペキー(油料 1064

マテチャ(晴好飲料 1069

ヤウポン(噌好飲料 1072

ローゼノレ(曙好飲料 1079

6 )工業用(油料，ワックス)

カンデリラ(ワックス)

クフェア属(油料)

2002 

2004 

シナアブラギリ(泊料)

シロマツナ(油料)

ストケシア(油料)

スナジアカザ(泊料)

ハギクソウ(池料)

ホホパ(油料)

7)工業用(ゴム質・樹脂)

* 複数の用途

2009 

2010 

2011 

2012 

2014 

2017 

グPアユーJレ(ゴム質 2003

クラスタービーン(ゴム質 2005

コモン ミルクウイード(ゴム 2007

デザート ミルクウイード(ゴム) 2013 

パレイゴムの木(ゴム質)

ハリ…(樹脂)

マンガベイラ(ゴム質)

ロシア タンポポ(ゴム質)

イナゴマメ(ゴム質*

8 )工業用(織維・製紙)

* 捜数の用途

2015 

2016 

2019 

2020 

1010 

エスパノレト(繊維・製紙 2001

ケナフ(製紙・繊維 2006

サトウモロコシ * 2008 

(バイオマスエネルギー)

マオラン(繊維 2018

9 )耕地保全・改良用，及び餌料用

* 複数の用途
クロタラリア(縁組，館料 3001

クラクロパー(耕地保全，飼料 3002

サイラトロ(翻料，耕地保全 3003

シベリアハマビリ(土壌保全 3004

シルトグラス(土壌保全，牧草 3005

セスノてニア ロストラータ 3006 

(緑肥，耕地改良)

ヤプマメ(耕地保全・改良 3007

ガラスマメ(館料* 1021 

キマメ(耕地改良* 1027 

シカクマメ(隷肥* 1036 

シコクピエ(飼料* 1038 

ターネラナ(飼料* 1048 

トウジンピエ(銅料* 1052 

ナタマメ(耕地保全・改良* 1054 
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ハッショウマメ * 
(耕地保全・改良)

1057 

ヒヨコマメ(館料* 1061 

フジマメ(緑把，館料* 1063 

クラスターピーン * 
(耕地保全・改良)

サトウモロコシ(餌料*

3.選定した植物に関する考察

125 

2005 

2008 

第 I部で述べた新資額植物に対する考え方を念頭に龍いて，第II部では具体的に新資諒

横物を選定した.その結果は次章(第4章)に示した.以下に選定した植物を用途別に分

け，主なものの資源的特性を中心に述べる.限られた資料に基づいて選定したので，新し

いユニークな資調といったものは少なく，既に複数の文献，資料で報告されているものが

多いが，これらの内から一つでもこつでも将来の新栽培植物として農業利用できれば意義

カまある.

(1) 食用(穀類)

穀類，特にイネ科の穀類は栽培植物の主役である.古くからイネ，ムギ，雑穀， トウモ

ロコシは人間の主食の大部分を支え，今後もこれらの役離は重要である.これら穀類の重

要な役割の一つは澱粉質の供給源としてである.

本書で示した，イネ科以外の穀類は，ヒユ科のシゲホビユ(1037)，センニンコク (1044)， 

アカザ科のキノア(1026)，カニュア(1019)，ファウゾンテル(1062)，ムラサキアカザ(1070)，

タデ科のダッタンソパ(1047)等である.この内，穀物用のアマランサスと言われるシゲ

ホゲユ (Amaranth附 hypochondriacusL.)とセンニンコク (A.caudatus L.)は我が留

で比較的近年，研究，評舗の結果，我が国の条件下で穀物として開発に適した韓類と評価

された.これらに特徴的なのはコメやムギ類よりも高蛋白質(15%，内リジン 5%)の他，

無機質，特に Ca分が多く，また，今臼，流行のアレルギー症のアトピ…性皮勝炎回避性が

あると雷われる.調理法の開発が期待される.岩手県の一部の地方ではセンニンコクが古

くから栽培されている.

アカザ科で有力な新資源犠物はキノア(1026)である.アマランサスと向じくアンデス

地方の原産で，やはり高蛋自質(12-19%)の特徴がある.今日でもインディアンの蛋自

質源として重要な穀類である他，栄養食品として，米国で流通し，欧州でも注目されてい

る.ムラサキアカザ(1070) は中国高部の山地等で僅かに栽培される野生型の性質を強く

残した植物で，キノアに距敵する高蛋自質で，大型の聴と粒を持ち，痩せ地等でも生育で

きる

ターネラナ(1048)は豪州中央部の乾燥地帯に生息する未だ生態のよく判らないイネ科

ヒエの仲間の野生植物である.穂、実が食用として味が穫れて栄養舗が高く，飼料としても

牧草や干し草が家畜に好まれる.乾燥に強く発芽時を含めて僅か100mm位の障で生育でき

る.

(2) 食用(イモ類)

イモ類は食用，澱粉質原料，バイオマス原料等に用いられる.我が霞ではジャガイモ，

カンショが{憂れた性質で高い地位を占めているので，本書で示したのはそれと異なった品

費，用途，機能性を持つものである.

先ず，上質で幼児食や病人食の原料となるアロールート澱粉を生産する食用カンナ(カ
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ンナ科1040)，クズウコン(クズ科1069)を示した.食用カンナはアンデス地方付近原産で

開発中程度の作物であり，広域適応性がある.米国で改良されており，灘粉収量はキャツ

サパに匹敵する.特にジャガイモやサツマイモの栽培が不適な肥沃度の劣る湿潤地，疎林

の下草の生えるような半日陰地，山の斜面でもよく育つ.その上，地下茎が水平によく分

岐して土壌保持によく，適応性を改良して我が閣の中山間地の集約栽培に期待される.ク

ズウコンはアロールート澱粉原料の代表で，熱帯作物であるが我が国の亜熱帯地域でも適

応すると思われあ.

ヤーコン (1073)，キクイモ(1023)も現地等で栽培されている開発中程度の作物であり，

我が屈では塊根・塊茎の成分の機能性が住自されている.ヤーコンの塊根に含まれる糖震

の大部分はフラクトオリゴ糖が占め，この成分は腸管，鼠管系の疾病を予拐する効果があ

る.また野菜(根菜)としての用途もあり，これらのために開発，利用上の研究が行われ

ている.キクイモは寒冷地の高イヌリン生産性が注目され，ヤーコンと同じ様な機能性を

利用するための研究に着手されている.

南米アンデス地方のローカルな，中程度開発の作物としてウルコ(ツJレムラサキ科，1011)

とオカ(カタバミ科， 1014)を示した.どちらも食用としてはジャガイモに似るが，樹寒

性が強く，厳しい土壌環境に耐性があり，風味に特徴がある.

その他，食用イモの種類の多いヤマノイモ科，サトイモ科それにマメ科の植物で我が毘

で遺伝資源の保存が望ましいものとして，ダイジョ(1045)，カシュウイモ(1017)，オニ

ドコロ，ヒメドコロ(1016)，アピオス(1002)，ホドイモ(1066)，アマクズ (1004)を示

した.

(3) マメ類

マメ科横物はイネ科に次いで人間に重要な植物を多く含み，食用としては蛋白質，油質

の供給源である.古代から穀類と共に特有の農耕文化を支える作物となったが，今後も人

口の増加の中で重要な蛋白質，油質資源となると恵、われる.本書に示した9種類は本研究

所で保存が殆どなく導入の期待されるものである.

今自，中緯度原産のマメ類は我が国で殆ど栽培されているが，ヒヨコマメ (1061)とイ

ナゴマメ(1010) は中緯度原産，地中海性気候のマメだが我が閣に栽培なく，富栄養や美

味，多用途の特性を有する.ナタマメ(1054)，フジマメ(1063)，ハッショウマメ (1057)

はマイナークロップとして，有用特性の保存が望ましい.キマメ(1027)，ハツショウマメ

は食用の他，耕地改良横物としての機能が期待される.熱帯原産のマメ類は種類が非常に

多いが，その内のシカクマメ(1036) は我が国の夏作の長田，高温下で開花，結実する品

種が開発されて媛地で普及しつつある.

(4) 野菜

野菜はビタミン，無機質や識維質の供給源として日本人は多く利用するので，その種類

は多い.近年，地域特産品育成や消費者ニーズの関係で新野菜や!日利用野菜のリパイパル

が多い.また野菜は導入後の改良が必要なものから，すぐに栽培できる種類があるのも特

徴である.本書では37種鎮を選定したが，内容的には噌好性の多様化や健康上の機能性を

目的として，外国でローカルな野菜，近年導入された野菜，旧利用野菜，それに野生植物

も含めている.

野菜用のアマランサスの中でAmaranthusdubius羽art.(1007)とA.inamo抑制 Willd.

(和名ヒユ， 1060)が我が闘で葉菜として最も適している.ホウレンソウの如くビタミン，
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無機質に富み，ソウレンソウより好温性で盛夏でよく生育するので，夏期の利用に適する.

同じ葉菜ではそロヘイヤ(シナノキ科1071)が導入，普及中であり， トレビス(キク科1053)

が近年，欧州から導入された.エンダイブ(キク科1012) は!日利用で近年漸増中である.

果菜では中米，南米アンデス高地原産のローカルな野菜，タカコ(ウリ科1046)，ツリート

マト(ナス科1049)，ペピノ(ナス科1065)，ルロ(ナス科1076)を示した.タカコ，ルロ

は栽培型化が進んでおらず遺伝変異が大きい.ペピノは古代からの作物で我が留で導入し

て道県の…部で栽培されている.ツリートマトはニュージーランドで改良，流通している.

根菜では，アンデス高地でローカルなアラカチ(セリ科1008)，中華料理で美味なオオク

ログワイ(カヤツリグサ科1013)は導入，開発が期待される.アンデス高地栽培のマカ(ア

ブラナ科1067)は3.500-4.000mの世界で最も過酷な白熱条件下で栽培される作物で離凍

性機構が注目される.サルナシ(マタタピ科1035) は我が毘の山野に自生し，美味な液果

の野生損物で，栽培植物に改良の価値がある.

(5) 食用(泊料，甘味料，噌好飲料)

非カロリーの甘味資源アグパユン (Yoruba族語のローマ字読み，アカテツ科， 1003)は

Miraculous berryと言われ，果実自体は軽度の甘味しかないが，駿味のあるレモン，ライ

ム等と口に含むとこれらを強力に甘味に換える.この機構は米関フロリダ州立大学の研究

により特定の蛋自質の作用によることが暁らかにされている.新タイプの甘味資漉として

特性の活用が期待される.カテンフ(現地語，クズウコン科， 1018)，イト，イグビン(現

地諾，マメ科， 1009) もまた未開発の甘味資漉である.

油料原料となりそうな植物は自然界に多いが，我が閤では吉くはエコ命マ，コ+マ，ナタネ，

綿実，亜麻等が利用されそれらは農業生物資源研究所の種子庫に保存されている.今日の

我が国の農業条件下では油料作物の経済的生産は僅かである.しかしマイナークロップで

も泊料資源を確保することは必要である.未開発の新資源植物ノてツブアローウリ(ウリ科

1058) は米国南西部，メキシコの砂漠地帯に自生し，果実に多量の不飽和油と輩出質を含

む.ペキー(バターナッツ科1064) も果実にヤシ油に似た油質を含み，ブラジlレ中央高地

の広大なサバンナ地帯に自生し，これらは乾燥地帯の未来の油料資源である.

(6) 工業用(油料，ワックス)

今日，工業用油料として注目，開発されているのはクフェア属(ミソハギ科2004) とホ

ホパ(ツゲ科2017)である.クフェア属は1960年から報告があり，油質の中鎖のトリグリ

セリドは需要が多い.種類により湿潤地帯から半乾燥地帯まで生育可能で，米国，我が国，

欧州、iで開発研究を行っている.ホホパの果実に含まれる液状ワックスは合成し難く，工業

上希少価値を持つ.米簡では1978年時点で，数百万ドノレの産業になっている.これらの 2

植物はこれからの乾燥地帯の耕地利用に適した資源植物である.その他に我が霞で今日，

油料の経済植物とはならないが，資源に乏しい日本に生育適応可能な各種用途の油料横物

を6麓示した.

(7) 工業用(ゴム賀，樹脂)

ラテックスと言われる乳液から生産されるゴム (Rubber)を分泌する植物は220種以上あ

るというが，代表的なパラゴムノキは，合成ゴムが轄を効かせている今日も生産量は低下

していないという.パラゴムに代わり得るグアユーノレゴムのグアユール(キク科2003) は

米国で過去に栽培されたが，今日，再び注目されている.これは将来，合成ゴムが不足し

始めると南アジアのパラゴムのみでは賠えないので自国産の資源の確保と乾操地帯の耕地
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利用の為である.今日の我が留でゴム原料は経済植物とはならないが，資源乏しい日本で

栽培可能なロシアタンポポ(キク科2020)，コモン ミルクウイード(ガガイモ科2007)を

含めた 7種類のゴム質，横路の新資源植物を示した.この内，ロシアタンポポは摂のラテ

ックス含量の育種向上が可能なことが判っている.

(8) 工業用(繊維，製紙)

再生産に長年を要する木材資源に替わる製紙原料としてケナフ(アオイ科2006) は原料

の季節性に問題あるものの経済的に有望である.他に繊維資源として特徴ある 2種類を示

した.

(9) 耕地保全・改良，及び館料

耕地保全・改良用に新しく開発中の 3植物を示した.即ち，クロタラリア (3001)，セス

パニア ロストラータ(学名のローマ字読み， 3006)，キマメ(以上マメ科， 1027)は緑肥

であるが，誼根の深い根系による耕盤破砕の効果がある他，クロタラリアの総虫対抗作用，

セスパニア ロストラータの高い窒素閤定能力，キマメの土壌中鉄型燐畿の可給態化等有

用特性を有する.また，クラクロパー (3002) は文献 (47)からは広域適応の優れた放牧

牧草であるが増頬の困難さが普及を遅らせているとの印象を受けた.

4.新資源植物種加データ

植物種別データの番号1-12は次の項自を指す.

1.導入・利用状涜

2.和名

3.学名

4.外国名

5.原産地

6.分布・栽培地

7.資源用途

8.有用特性

9.植物学的特性

10.生態学的特性

11.特記事噴

12.出所文献
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(1 ) 食用植物(主用途)

1001 --_._---------_.-._.・e・--_..._--~_....--."..-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一，
1 . I日導入・少利用植物

2.アーテイチョーク，チョウセンアザミ

3. Cynara scolymus L.キク科

4. (英名)Artichoke 

5.地中海沿岸から中央アジア

6.フランス，イタリア， ドイツで栽培.臼本に明治初期渡来したが普及せず.

7.食用(野菜一花菜)

8.警の総ほう片は多肉質でこれを茄で，又は生食する.多汁で淡自な味.

9.多年生の大型車本.事丈1.5-2 m，分岐し，葉は単羽状か帯羽状.分岐ごとに大きな

頭花を着生.花色は紫色でアザミに似る.

10.晩秋や早春に株分け，初夏に定植，翌年初夏に曹を収穫.盛夏に休眠し秋に再び萌芽，

再生.

11.欧米人には日常的な野菜.食物多様化の中で期待される野菜の一つ.

12. 12 (45) 

1002 ・*-~--_#_--~---~-一....._----..，._...._-・e・-_...._---一一一一一一一一一砂

1.導入・少利用植物

2.アピオス，アメリカホドイモ

3. Aρois americana Medik， Glyciηe aPios L. A. tuberosa Moenchマメ科
4. (英名)Groundnut， Potato bean 

5.北米東部

6.北米東部で分布，栽培.我が闘では明治中期渡来.青森県，鳥取県で小規模栽培中.

7.食用(イモ)

8.北米原住民が食した.甘味，高蛋自.Caはジャガイモの30倍， Feは4f音，炭水化物は

サトイモの3.3倍.我が閣では健康食品として地域で重宝.

9.蔓性革本で花は花序短く紫褐色.地下茎は各節部で根菜となり数珠状に連なる.

10.我が聞では4月中に種芋を構え， 12月に収穫.少肥料で育ち，連作可能.

12. 12， 15 (45， 55) 

1003 -一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一。
1.米導入植物

2.アグパユン(現地語のローマ字読み)

3. Synsepalum dulcificum(Schum) Daniellアカテツ科

4. (現地語Yoruba族)Agbayun. Miracle berryという.

5.西アフリカ.ガーナからコンゴーの乾燥地帯.

7.食用(甘味料)

8.粘質の果肉自体は軽度の甘味だが，ロの中で酸味(レモン，ライム等)の食品を強力

に甘味に換える.効果が2時間も持続.味覚を換える蛋白質の成分が舌の味警の受容態

と結合して味警の作用を脳で甘味と感ずるように変換する.非カロリー.

9. 6 -15ftの濯木.スマートな枝の先に群生した分厚い葉.6-10月に赤紫色で約2cm 

の楕円形の果実，薄いパルプの果肉で覆われた穂子が H閏.
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10.酉アフリカでは農場，住居局辺で育てられ，林の縁や海辺に自生.

11.米国USDAプエJレトリコ試験場で導入，同場や Fairchild熱帯植物関で保存.ブロリ

ダ大学で成分分離，甘味機構解明.伊豆薬用植物栽培試験場でも保存.活性成分の構造

式，作用機構を横浜国立大で研究.有望な非カロリー甘味資源.

12.14 (6) 

1004 -~-~-~-~---一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一，
1.未導入植物

2.アマクズ

3. Pueraria thomsnii Benth.マメ科

4. (中国名)甘葛藤， (英名)Koudzou 

6.中国の西南地方，華南地方，ベトナム，インド等に分布.

7.食用(イモー食用，澱粉，穣造)，工業用(種子一機械油.皮部一繊維)

8.地下の塊茎を食用，澱粉原料，醸造用，

9.蔓性草本.葉は3小葉で菱状，花は総状花で紫色，立莱は15cm，穣子8-12{閤.

11.日本のクズ (p.hirsuta挺atsum.) と別種の有用植物.

12. 28 (55) 

1005 -~-~---~-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一~--
1.国産・!日利用植物

2.アマナ，ムギクワイ，甘菜

3. Tulipa edulis Baker， Amana edulis Hondaユリ科

5.東アジア

6.日本の山野に自生，福島以南.朝鮮半島，中国大陸.

7.食用(野菜一嘉菜)

8.鱗茎を煮，焼くまたは生会.甘味があって良質の澱粉を有する.

9.多年草.地下に球卵形2cm{:立の鱗茎.早春に2枚の組生葉を出し中央の花茎に白花.

葉は線形で一対のみ平関する.夏に地上部は枯死.

10. 日当たりの良い山裾の草地に自生.春先にかれんな白花.

11.チューリップと近縁関係.

12. 45 (15) 

1006 --・e・-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一，
1.未導入植物

2.アマモ

3. Zostera marina L.アマモ科

4. (英名)Eel-grass Grass-wrack (中間名)大葉藻

5.北米

6.北半球の寒帯，組帯各地の遠浅海岸に広く分布.熱帯ではメキシコ湾岸.栽培なし.

繁殖地は稚魚、や貝の育つ諜場を形成，アマモ場，アジモ場という.

7.食用(穀類，他)

8.米国原住民が種実を食していた.査白質13%，炭水化物51%，日旨質 1%で栄養に富む.

若芽や根菜は甘味あって甘藻の名で食する.茎葉そ鰐料に可能.

9.多年生革本.浅い海水中，茎葉は砂の中を這い節から根を出す.葉は線形で50cm以上.
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花序は仏焔包内にあり予震に2個ずつの卵構円形， 3~4 mmの種実が実る.

11.海水中に生える食用の有用植物は海藻以外はアマモのみ.利用化期待される.

12. 26 (15) 

131 

1007 _._.--_.-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---
1 .導入・開発中植物

2.アマランサス ドウピウス(学名のローマ字読み)，野菜アマランサス

3. Amaranthus dubi;附 Mart.ヒユ科

4. (英名)Vegetable amaranth 

5.西インド諸島から南米北部

6.熱帯，亜熱帯に広く分布.東南アジア一帯特にインドで栽培.

7.食用(野菜一葉菜)

8.若い茎葉を油妙めや煮食.茎葉にはカロチン，鉄， Ca，ビタミンが多く，ホウレンソ

ウに匹敵する栄養価.

9. 1年草で，草丈200cmにもなり，葉は広卵か菱形，花序は聴状，種子は黒色.変異大.

10.農水省生物研が九州・宮崎でネパール産種の調査では栽培容易，ホウレンソウは6月

以降の高温に不適だが，高温期程成長増大して多収.

11.栽培法の研究が我が闘で実施された.栄養野菜として有望.野菜用として他にハゲイ

トウ A.Tricolor Lがインド，東南アジアで利用多い.遺缶資源の保存は農水省生物研
(IBPGRによるネパーノレ産)，米国ペンシルパニア州OGFRC，インド・ニューデリーの

ジーンパンク (NBPGR)等.

12. 54 (18， 19) 

1008 ----_._-------_._------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---
1.未導入植物

2.アラカチャ，ペルーニンジン

3. Arracacia xanthorrhiza Bancroft， A. esculenta DC.セリ科

4. (英名)Peruvian carrot， Peruvian parsnip， Arracasia， white carrot. 

(ケチュア諾)Laqachu， Rakkacha 

5.コロンビア南部の北部アンデス山地と推定.野生器は未発見.

6.アンデス高原地帯.ボリビアからコスタリカまでと西インド諸島に利用多い.

7.食用(野菜一根菜)

8.塊根の澱粉含量10-25%.キャッサパ澱粉に似る.ビタミンAが多く，香り，風味に

富み，ばりばりした食感で調理法多い.アンデスの非常に重要な根菜.

9.草丈30-60cm，セロリーの原始型に似た草姿.塊根は白いニンジン様で長さ10cm，径

5 cm.根元から 4，5本に分岐.

10.涼しいアンデス高地が適地.耐寒性極強.最適気温年間10-20度C，雨量1，000mm.

生産性は高く塊根8t/ha，飼料となる菜葉も 8t/ha. 

11.世界の熱帯高地の作物.温帯地域でも栽培可能.遺伝資源は小規模の収集品が中南米

の主要研究機関に散見程産.

12. 33 (22) 

1009 -------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---
1.来導入植物
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2.イト イグビン(現地語ローマ字読み)

3. Dioscoreoρhyllum cumminsiiマメ科

4. Ito-igbin (Y oruba族語)

5.原産地はギニアからカメlレーン.カボン，ベルギー領コンゴー，スーダン，南ローデ

シア，モザンピークに分布.

7.食用(甘味料)

8.果実が強力に甘い.期待外の甘味資源でSerendipityfruits (拾い物の果実)と言う.

非カロリー.棋はヤムイモとなって食用.

9.果実は毛の生えたよじ登りの 4 5 mの幹に着く. 3 4 cmで赤く，ブドウ状に50

1001固着く.堅屈な外皮の中に半閣の粘液質果肉と種子.葉はハート型で7cm位.

10.深い森林で雨期の 7-10月に生育.

11.甘味資漉として有望.甘味成分の分離，解明が引用文献著者らで行われた.(Food Res. 

1968). 

12. 14 

1010 -~-~-~・e・..._*______<Þ・e・ø_~_~___~_~_~_~______・e・砂------_.....-酔--・ e・..._""'-.-，._.-.・o・...._..._----...._..._--砂_....-.... 
1.未導入植物

2.イナゴマメ，キャロップ，稲子立

3. Ceratonia siliqua L.マメ科

4. (英名)Carob， Algarrobo， St. John's bread， Locust tree 

5.高欧州，小アジア

6.地中海，特に東部海岸で一般的.カリフオ/レニア，メキシコ，南アフリカ，オースト

ラリア，インドに導入，これらの亜熱帯乾燥地帯に栽培.日本でまれに鑑賞用として栽

培.

7.食用(マメ類)，工業用(ゴム質)

8.若英の果肉は甘味，マメの部分と合わせて食用とする.Ca，糖分多く，栄養と甘味が

よくて欧米で盛んに利用.コーと…類似品 (Carobcoffee)や非カフェインチョコレー

トの健蔵食品用途もある.マメの内乳から生麓されるゴム質 (Caropgum)は食品，工

業原料として貴意.

9.常緑高木で，高さ12-15mにもなる.葉は羽状複葉，花は赤色，英は10-30cmで太く，

マメは10-18個人っている.雌雄異株.

10.夏期が高瀬，冬期は冷掠多湿の地中溝気候が理想的 3度Cで被害受ける.

12. 4 (12， 55， 56) 

1011 ---~---一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一~--
1.未導入植物

2. ウJレコ

3. Ullucus tuberosus Caldasツルムラサキ科

4. (英名)Ulluco， Melluco， (ケチュア語・スペイン語)Ulluco 

5.南米アルゼンチン地方.野生種はペルー，ボリピア，アルゼンチンで発生.

6.コロンビア，ぺJレー，ボリビアの高標高の山中で栽培.アンデスで流通の重要な作物.

7 .食用(イモー塊茎を食用)

8.澱粉質に富み，ジャガイモ類似の味でばりばりした食感が特徴，煮食あるいは揚げて



牧田道夫:我が国が未利用の資源植物に関する調査 133 

食する.炭水化物の寵れた供給源，澱粉14%，蛋自質2%，ビタミンCが多い.

9.蔓性の多年草.茎は30cm位伸び，葉は広卵形で多肉質総状花に黄色い小花.塊茎は光

沢あり，長径15cm位で多彩な色合いが美しい.苦味を持つ{国体もある.

10.涼濯な条件に適し，ジャガイモより耐寒性あり霜に強い.栽培が容易で不良土でも手

頃な~又量あるが，肥沃土で多収.中田性の種類もある.

11.アンデスでは需要増加，魅力ある作物の一つ.我が国で栽培可能.

12. 33 (24， 55) 

1012 -------------------------帳--・e・---・---φ--~-~-~-----~-~-~-~---~-~・o・--~-q---~---~-~-~-----併
1. 18導入・少利用横物

2.ヱンダイブ，キクジシャ，ニガジシャ

3. Cichorium endivia L.キク手21-

4. (英名)Endive 

5.地中海東部沿岸

6 . 16世紀に欽州、iに普及，欧州、!と米闘で栽培中.我が間に明治初年導入，近年漸増.

7.食用(野菜一葉菜)

8.軟白した葉は芳香あって歯切れよい.苦みがある.

9. 1， 2年生革本.葉が縮葉型と広葉型.初夏の高祖で拙苔して青紫色の花.

10.冷涼型.栽培はレタスに似る.

11.我が国は縮葉型品種.穣子は欧米から輪入.

12. 1 (8， 12， 24) 

1013 --・e・~---~-~---~_#_--~-~・e・-
1.未導入植物

2.オオクログワイ

3. Eleocharis dulcis Trinius ssp. tuberosa T. Koyamaカヤツリグサ科

4. (英名)Chinese waterchestnut， (中国名)馬蹄

5.中国南部，インドシナ半島.野生原種はシログワイ E.dulcis Trinius. 

6.栽培品種が中国南部，台湾，東南アジアの一部で栽培.野生種はマダガスカルからイ

ンド，東南アジア，中間南部，豪州，日本でも紀伊半島以南にまれに見る.

7.食用(野菜根菜)

8.中華料理に必要な美味な野菜.良質な澱粉(馬蹄粉)が流通している.

9. 定植した球茎から 5~10本の茎を出し，地下ふく枝を出して先に新球茎を着け，これ

を収穫する.球茎は偏球形で，径2-5 cm，高さ 1.5~3 cm，紫掲色の膜質の皮を着け

る.

10.水生革本で聞に栽培.塩性溜地向けの耐塩性がある.収量は18-36t/ha.

11.経済植物として開発が有望である.

12. 26 (56) 

1014-----------------------------砂---~-~-----~---~-----
1.来導入植物

2.オカ

3. Oxalis tuberosa Molinaカタノてミ科

4. (英名)Oca， Sorrel， (ケチュア語)0' qa， Okka 
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5.アンデス地域.近縁種は南米各地に見られるが槌先種は不明.

6.ベネズエラ，エクアドル，コロンピア，ペルー，ボリピアのアンデス地方で古くから

栽培.ローカlレな作物.

7.食用(イモー食尾)

8.クリに似た味わい.澱粉と糖分に富むが，謬酸石灰の量によって味が異なる.アンデ

スではジャガイモに次いで、重要なイモ.明るい肌色，快い風味は消費者にアッピールす

る.

9.多年草で，高さ20cm{立.茎を欠き，葉はカタバミのような 3小葉，多肉質.塊茎は長

さ5-8 cm，蝦3-4cmだが大きさ，形，色が様々.

10.厳しい気候に耐性強く，他作物が適さない高地や痩せ地で生育可能.13時間日長以上

で塊茎を形成.中緯度地帯では中日性を用いる.繁殖容易で多収栽培し易い.

11.ニュージーランドでは20年位前からニュージーランドヤムとして流通.遺伝資源の保

存はアンデス諸国の農業試験場，大学で標本程度なので収集保存の必要ある.

12. 33， 56 (22， 24) 

1015-------------------------------一一一一一一一一一一一一一一一一一一。-----~-~-~---~-~--

1.未導入植物

2.オドリフヱラ

3. Sicania odol検問ウリ科

5.中南米

6.メキシコ中部からグアテマラに遺倍的変異が多く分布.中米の中部で栽培.

7 .食用(野菜一果菜)

8.成熟巣を生食する.果肉が淡黄色で芳香が抜群によく，貯蔵性優れる.淡泊な味.

9. 1年生か多年生革本.小製のユウガオの果皮を朱赤色にしたような果実を着ける.

11. 1株の結果数が少なく，インデイオが自家用栽培の謹度，芳香には注目される.

12. 16 

1016 -----一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一.-.
1.間産・!日利用植物

2 . (1)をオニドコロまたはキドコロ， (2)をヒメドコロ

3 . (1) Dioscorea tokoro Makinoヤマノイモ科

(2) Dioscorea tenuiPes Franch. et Sav. 

6.日本の山野に自生.(1)は臼本，中国中南部に， (2)は本外l語部，中盟大陸に分布.
7.食用(イモー食用)

8.昔は栽培盛ん.蒸し，煮，焼いて柔らかで甘苦く，ほのかにえぐい.栽培品は野生品

程えぐくない.

9.オニドコロは多年生革本で，蔓性.横走分岐する根茎は肥大して思実で長い髭根を有

し，皮庸は積掲色で肉は黄色.とメドコロも開じに根茎横走し，葉は披鈴形，花穂、は下

垂するのが特徴.

10. (1)， (2)共に山野の林縁に自生する事多い.

11.江戸時代に正月の食べ物に用いられ，ところ売りの名があった.奥州の一地方で栽培

されているエドドコロはヒメドコロのこと.遺伝資掠の保存が望ましい.

12. 45 (15) 
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1017 -~-~-~-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一'
1 . I日導入・少利用植物

2.カシュウイモ

3. Dioscorea bulb扮raL. form domenstica Makino et N emotoヤマノイモ科

4. (英名)Potatoyam， Aerial yam 

5.アジア，アフリカ大陸

6.聞大陸と大洋州，西インド諸島で栽培，現在少ない.我が掴のものは中国伝来.

7.食用(イモー食用)

8.肉が黄色でクリに叡た味と苦みがする.葉の付け根に着く大粒のムカゴと共に煮る，

蒸す，焼く.

9.多年生蔓性.茎は断面丸く，葉は対生か互生.塊茎はあまり発達せず，丸型，髭根.

11.有用遺伝資源として保存が望ましい.

12. 12， 13 

1018 -~_._.-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一~-~
1.米導入捕物

2.カテンフ(現地謂ローマ字読み)

3. Thaumatococcus danielliiクズウコン科

4. (シェラレオーネ名)Katemfe 

6.主に西アアリアのシェラレオーネからコンゴの偽，中央アのスーダン，ウガンダも分

布.1965年に発見.

7.食用(甘味料)

8.アク。パユンと同様に種実を噛んだ時，酸味の食物や飲物を強力に甘くする.効果が1

時間以上も持続する.現地でパン，築物，やし酒の甘味に使用.Miraculous berryとい

っ.
9.革本.果実は根から数インチの位寵に明紫色の花から発育する.成熟果は暗赤色で三

角形が3儒組合わさり，各々に透明なジエリーに屈まれた大きな黒い種実が入っている.

10.多湿の陰地や濯木林の陰に生育.植民者の庭先に栽植.

11.甘味成分の分離，解明が引用文献著者の米国イリノイ州・ USDAARSで実施.

12. 14 

1019・-_....._--一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
1.米導入植物

2.カニュア

3. Chenopodiumραllidicaule Hellerアカザ科

4. (英名)Kaniwa， Canihua， (ケチュア語)Kanuwa 

5.アンデス中，南部高地

6.ボリビア，ペルーの4，000mを越えるトウモロコシ，ライムギの栽培できない高地で栽

培.

7.食用(穀類)

8.アンデスの高栄養穀類として重要.高蛋自質でリジン，イソロイシンに富み，炭水位

物60%，油脂8%を含む.妙って茶色の粉(Kanihuaco)やパン，ケーキ，スープとする.

9. 1年生草本.草丈1m以下，分岐多くブッシュ型.葉は小さく，葉肢に小花序.種子
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は2mm以下でキノアより小，アマランサス位.

10.騒しい気候条件で育つ作物の一つ.自然脱粒，休根性があって野生形質強い.他の穀

類が生育できない条件，耐寒，耐霜，酎乾燥，耐病性優れる.10度Cで開花し， 15度C

で成熟できる.ペルー産中日性穂子でフィンランドの北緯64度で成熟した記録がある.

11.キノアのように高栄養食品として価値ある.遺伝資漉保存は， Peru農業試験場(ペル

一.Puno)， Patacamaya農業試験場(ボリビア.Patacamaya)等.

12. 33 (20， 26) 
1020 ・--~-~-~-~---~-~---~・..._..._....._..._.，.，_.... 

1.未導入横物

2.カミツレ，カミ/レレ

3. Matricana chamomilla L.， Chamomilla officinalis Kochキク科

4. (英名)Chamomile， German chamomile 

6.歌川、iから荷アジアに分布，栽培される.
7.食用(晴好料)

8.頭花を乾燥して局方のカミツレ花を化粧の香り着け.精油を晴好品，化粧品の香り着

け.

9.草丈50cmの革本で，葉は 2 3回羽状に深裂し，虫色の舌状花を着ける.

12. 15 

1021 -----------------ψ------_...・o・...-..._...._-_..._"'"・e・o・q-~_._~---~-~-----~---砂--・e・0・ゅ---府#府----.，..--

1.未導入植物

2.ガラスマメ，グラスビー

3. Lathyrus sa抑制L.マメ科

4. (英名)Grass pea， Chickling vetch，他.

5.地中海地域及びアジア西部と推定.

6.欧州南部，東部，中央部で栽培，帰化.インドで栽培多く，中東，南米でも栽培.

7 .食用(野菜…葉菜.マメ)，銅料.

8.欧州では古くから耐寒性飼料に利用.インドでは豆を毒抜きして煮食，チャパテイ等.

蛋由貿28%，糖質58%，最も安備な食用車.茎葉を野菜.

9. 1年生蔓性革本.長さ60cm.茎は翼稜.葉は羽状複葉，花は自色に帯青色.莱は偏平

で3-4cm，中に立を 3-5偶有する.

10.冷涼に耐え，乾燥気候に適する.北方湿潤から熱帯乾燥まで適応性広い.冠水にも耐

え，土質を選ばない.コムギ，コメ，他のマメ科の不適地に育つ.インドでは冬作物.

12. 4， 13 (41， 55) 

1022・e・e・-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---

1.米導入植物

2.ガールキン，西インドコキュウリ

3. Cucumis anguriaウリ手斗

4. Gherkin， West indian gherkin， Bar gherkin 

5.中南米説と，アフリカ原産で奴隷貿易に伴い南米に伝播したという説.

6.ブラジル東北部から西インド諸島を中心に中米，北米テキサスまで分布.

7.食用(野菜一果菜)
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8.緑色の若果をサラダ，煮物，ピックノレにして食する.苦味を持つ.キュウリと開じ調

理法に適する.

9. 1年生革本，葡ふく性の蔓と巻き毛，スイカにイ以た外見.鈍東日状突超のある 3-5x 

6 -8 cmの卵形の果実，熟すると黄色になる.
10.離暑性，耐乾性強く熱帯低地の半乾燥地に適する.豊産性で栽培容易，キュウリに準

ずる.ウリ類蔓割病，蔓枯病，うどんこ病，ネコプセンチュウ，ダニ抵抗性遺伝資源と

して利用しているが， F1幼植物の分化以跨成功していない.
11.中高米起源の主要なウリ科野菜の一つ.

12. 16 (39) 

1023 ---砕---瞬-"'--_..-_----俳_....._4"_..，，_..._.... ・o・--~-----~-~-~-~-~-~・o・--ゅ--・e・$---------~-------------世帯。
1 . I日導入・少利用植物

2.キクイモ，菊芋

3. Helianthω tuberosus L.キク科

4. (英名)]erusalem artichoke， Canada potato， Sunroot，他.

5.北米東北部.野生種はカナダ湖岸地方から米毘南部に分布.

6.北米鹿住民が栽培した.移畏後も栽培，欧州へも缶播.ジャガイモより劣るので軽視

された.我が悶へ明治9年に米閤より北海道開拓使に導入，調料として注目された程度

で全国に逸生品が自生.

7.食用(イモ…加工原料，食用)

8.塊茎の高イヌリン生産能が有用でそれによるイヌロオリゴ糖は疾病予防の生理機能が

期待.f也に果糖製造，アルコーノレ発欝，飴原料等の食品工業用.

9.多年生革本で，茎は直立3m位.地下に葡萄茎を有し，先が肥大して不規則な楕丹形

の塊茎を生ずる.葉は卵形で，肢より黄色の頭状花序をつける.

10.やや冷涼な気候に適し，肥沃，保水性土壌を好む.病虫害に強いが，貯蔵性に乏しい.

11.イヌリンの機能性食品原料として開発研究が農水省研究機関で実施されている.

12. 13 (15， 24) 

1024 ---骨--_....._---・--~-"""-.，.，_..._...._.... ・0・--_...._-_...._-_...._....-ゅー#_...._... ・e・0・e・e・~-~_...._...._~_...._...._-_#_~-~-~-~-~--・0
1.米導入植物

2.キクランテラ

3. Cyclantheraρedata Schradウリ科

4. (コロンピア)Pepino de Relienar 

5.アンデス地方

6.ベネズエラ，エクアドノレ，コロンビア，ペルーで栽培.

7.食用(野菜果菜)

8.ピーマンを数倍大きくした形の果実の緑色の柔らかな表皮を詰め物等して食する.

9.蔓性l年草，葉は広掌状5 6分裂し，果実は長さ20cm位，空調で中に種子が少々.

10.アンデス高地の冷涼な気候を好む.

11.ローカルな野菜で現地では市場に流通.

12. 56 

1025-------------------------------------------------------------------------.----------------
1.導入・少利用櫨物
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2.キサラギナ，如丹菜

3. Brassica narinosa Baileyアブラナ科

4. (中田名)楊楳菜

5.中国筆中部.

6.南京，上海一帯で栽培多い.群馬県で栽培多い.

7.食用(野菜一葉菜)

8.冬期の重要野菜.味が濃く柔らかく冬期野菜中で美味.ビタミンが豊富でビタミン菜.

9.越年生革本で，根生葉で30-40cm，密生，葉身短く幅広く肉厚で，濃紫緑色.

10.樹寒性強く， 8 -10月播種， 2-3月収穫.

12. 28 (12) 

1 026 -~-~-~-~-~・'""'----_...._..-砂-~・...._---_...._-_..-ゅ_....._-
1.米導入植物

2.キノア

3. Chenopodium quinoa Willdenowアカザ科

4. (英名)Useful quinoa， (現地名)Quinoa， Quinua 

5.アンデス高地ぺ/レー付近.

6.エクアドル，ペJレー，ボリビアからチリ北部の海抜2500-4000m高地.ペルーとボリ

ビアに多い.大正末年に渡来したが普及せず.

7 .食用(穀類，野菜一葉菜)

8.古代からの重要な蛋白質源.蛋白質12-19%(リジン6%)，油質4 5%，澱粉58%

各種ビタミン含量も高い.種実をスープ，粥状(グルエーJレ)やパン，菓子，低アルコ

ール飲料にする.ポップ性種類もある.サポニンによる苦味が着色粒に強い.健康食品

として米国で流通，欧州で関心.

9. 1年草で，菜高80-150cm，茎の上部で密に枝分かれ，花序を着ける.花は灰緑色.葉

は菱状卵形.額子は白色，淡桃色，赤色等で，偏平， t歪2mmの小粒.
10.熱帯高地の気候に適する.広い温度範留で-1度Cからでも35度Cでも耐性.自長反

応は短目から赤道の無反応、まで.非常に遺伝変異に富み，日本で栽培可能.

11.ボリビアで育種実施.遺伝資源保存は，ペノレー，ボリビア，コロンビアの研究機関で

多数.

12. 26， 33 (12， 20) 

1027---~-~-~-~~-~-~-~-~-~-~-甜_....._~----_#_--~-~-~-~--_..... 
1 .導入・開発中植物

2.キマメ，ピジョンピー，木豆

3. Cajanus cajas (L.) Millsp.， C. indicus Spreng.マメ科

4. (英名)Pigion pea， Dhal， Red gram， Congo pea他.

5.インドと推定

6.インドで最も栽培，アフリカ東部，西インド諸島はじめ，熱帯・亜熱稽から比較的温

暖な地域に広く栽培.

7.食用(野菜，マメ)，耕地保全・緑肥，錦料

8.インド，熱帯地域で常用食糧，英マメは栄養価の高い野菜，乾燥マメは粉， Dhal (ダ

ール，種皮を除き，半割にした乾燥品)にしてスープや米と食する.もやしの原料.近
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年，キマメの根が土壌中の鉄型J燐離を溶解して栄養化する物質を分泌すること判明.

9.多年生木質の濯木だが，作物としては 1年生.若い枝は角張って有毛.深根性の直根

系を有する.葉は3複葉披針形，花は黄色で，英は2 9個の笹8mmの穂子を有する.

10.半乾燥地域に生育多く，耐乾性強いが湿潤地域にも適応する.光罵性に弱感応し短日

性(晩生)から中日性(早生)まで.排水のよい重質壌土に適する.

11.我が国でキマメの緑肥，深根による耕盤破砕の土性改良資源としての研究が実施され

ている.遺伝資源保存は， ICRISAT (インド・ハイタゃラパド)等.

12. 4， 24 (55) 

l028-~-~-~-~-~-~-~-~-~-~-~-~-~-~-~-~-~_#_~_#_~-~-~-~・~-------------~-~-~-尉_..._--"'"・"'"-~-----晴_..._-
1.閤産・少利用植物

2.クコ

3 . Lycium chinense L.ナス科

4. (英名)Tea tree， Chinese matrimony vine 

5.日本，台湾

6.叢南から東南アジアまで分布.

7.食用(野菜一果菜)

8.若菜を侵し物，和え物，クコめし，干して果実と共にクコ茶.

9.落葉性低木で，時に憂性12m.葉は披針形でEL性または束性，花は紫色.果実は

液果で楕円形.

10.繁殖は株分け，挿し木，実生.排水，日当たりのよい場所を好む.

12. 1 (12) 

l029-~-~-~-~-~-~-~-~-~-~-~-~-~-~_#_~-~-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

1.未導入植物

2.クズウコン，アロールート

3. Maranta arundinacea L.クズウコン科

4. (英名)Arrowroot， West indian arrowroot 

5.南米北部，西インド諸島

6.パミューダ島，西インドのセントピンセント島が著名な産地.アフリカ，東南アジア

も栽培.

7.食用(イモー澱粉)

8.塊茎にアロールート澱粉を約20%，良質微粒で粘性高く滑らかなジエリー，ペースト

状となる.幼兇，病人食の他，食品，接着剤，化粒品等特性による吊途多い.

9.カンナの草姿に似た常緑多年草.光沢の大葉， 2mの花茎に白い小花.塊茎は根光か

ら分枝した円柱状倒卵形の地下茎で，長さ20-40cm，径2 5 cm. 

10.湖岸等の低地を貯むが， 1，000m {立の高地まで生育.多雨1，500-2，000mmを必要.

12. 13， 41 (15) 
l030-~-~-~-~-~-~-~-~-~-~-~-~-~-~-~_#_#_~-~-~-~_#-~・e・4

1 .未導入植物

2.クルーパ

3. Passiflora mollissima (H. B. K.) Baileyトケイソウ科

4. Tasco (エクアドル)， Curuba de casti1la (コロンピア)



140 農業生物資源研究所研究資料第6号(1994)

5.アンデス地方と推定.野生穂がアンデス山系の3，000mに分布.

6.ベネズエラ，エクアドル，コロンピアで栽培.

7.食用(噌貯，飲料)

8.果実は芳香高く，酸味を始めとする風味に富む.生食，ジュースや，アイスクリーム

等の風味付けに使用.

9.蔓性の多年草で，葉は3掌葉，花は葉販に l花垂れて桃色に咲く.巣実は軟毛の 8cm 

程の長円形で，熟すると黄色，果肉が柔らかく小種子が多数入っている.

10.熱帯高原に適する.冷涼な気{侯を貯むが氷点下では枯死.

12. 56 

1031・o・e・-_.._..._..._<#・e・----ゅ_...._.，._?_....-....・o・---------_...-緋_..._-・
1. I日導入・未利用植物

2.ケーパ-

3. CaρραrzsゅinosaL.，フウチョウソウ科

ι (英名)Capper， Mediterranean capar，他.
5.甫欧州、l

6.南欧からインドにかけて栽培.

7 .食用(野菜一花菜)

8.審(カプール)は香辛味があり酢漬け，塩漬けにし西洋料理に寵用，インドでは果実

を漬物，葉を野菜とする.

9.有刺の 1m{立の小護木で，葉は楕円状卵形で約5cm，花は自色大輪で枝に肢生する.

10.援地の排水の良い砂れき土を貯む.収穫は揮令30年も続けられる.

11.日本では育ちにくく普及しなかった.

12. 24 (12) 

1032 ・e・o・--~-*-~---~-~---~-~-~-~-~-*-~-----俳_..._...._....-...-砂------
1 .未導入植物

2.コガネヤナギ，オウゴン

3. Scutellaria baicalensis Georgiシソ科

4. (中国名)黄苓， (英名)Baical skullcap 

6.中間北部，朝鮮半島， I日ソ連，臼本，モンゴルに分布.

7.食用(噌好飲料)

8.菜を茶として飲用，キンチャという.根は漢方で有名.

9.高さ50cm位の多年草で，茎は基部信u状するが斜上し，葉は披針形，花は紫色.

10.南向きの明るい草地斜面に生育.

12. 28 (15) 

1033 -~-----------一一一一一一一一一一一一一一---
1.国産・少利用櫨物

2.ゴボウアザミ，ヤマゴボウ

3. Cirsium diPsacoleρis Matsumuraキク科

5.日本.本州中部，九州に自生.長野，愛知，妓皐等栽培.

7.食用(野菜一根菜)

8.漬物加工原料.風味よく晴好品として価値高い.高炭水化物でカロリー高い.
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9.多年草で，根部長さ20cm以上を利用.

10. 800m位の高地に栽培多く，砂壌土等の排水良好を好み，低温，長毘を避ける.

12. 39 (12) 

1034 ---------------------------------------------------砂_...._...._...._-----
1. 18導入・少利用植物

2.サルシファイ，西洋ゴボウ，バラモンジン

3. Tragoρogonρorr扮liusL.キク科

4. (英名)Salsify， Oyster plant， Vegetable oyster 

5.歌州南部

6.欧州，米霞に分布.我が国に明治初年に移入，都市近郊で少栽培.

7.食用(野菜根菜)

8.社嬬の風味がある.ゴボウに準じて利用.

141 

9. 2年事で，草丈 1m.葉は長細でイネ科に似る.花は淡紫色.根は50X5 cm位で外

皮掲色，肉自色.

10.気温適応範閤広く，耐寒性強い.砂壌土に適する.

12. 1， 39 (12， 24) 

1035・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---
1 .国産・米利用植物

2.サルナシ，コクワ

3. Actinidia arguta (Sieb. et Succ.) Planchマタタピ科

4. (英名)Taravine 

6.日本，朝鮮半島，中国東北部に宿生.

7.食用(野薬果菜)

8.液果が甘酸で美味.生食，時には塩漬け.

9.落葉性の蜜性木本で10m位.葉は広葉光沢，液巣は楕円形2X1.5cm位.J誰雄異種.

10.雑木林等で樹木によじ登る.

12.栽培は殆どないが，改良により新栽培植物の価値がある.

12. 7 

1036---------------------------------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---
1.導入・開発中植物

2.シカクマメ， トウサイ(豆菜)，ワラスマメ，ヒメマメ

3. PsoPhocarpus tetragonolobus (L.) DC.， Koter tetragonoloba Kuntzeマメ科

4. (英名)Winged bean， Four-angled bean 他.

5.モーリシャスかマダガスカルと推定.

6.熱帯アジアで広く栽培.近年，世界的に控居され栽培する闘が増加.我が闘では1986

年に適応品種が開発され援地で普及中(I部.4 . ( 4 )に記載).

7.食用(野菜一英豆)，繰肥，餌料.

8.若英を煮食.熱帯では塊根も食する.乾燥立は蛋白質33%，油17%，炭水化物37%含

む富栄養食品.種子油は食用，石離等の原料.優れた根粒牝により緑把の他，鯛料に利

用.

9. 1年草で育てるが蔓性の多年草.根は多数で浅く主側根が肥大して塊根となる.茎は
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ひだがあり，葉は3出葉で広卵形，爽は断面が四角形で長さ 6-30cm，中にマメが4

17個入る.

10.高温多混を好み，海岸から高度2000mまでの湿潤熱帝で繁茂.

11.遺伝資源保存はNBPGR(ニューデリー)， TISTR (バンコク)等.

12. 4， 13 (24， 34， 55) 

1037 -----------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---
1.導入・開発中植物

2.シゲホピユ(穀実アマランサス)

3. Amaraηthus hypochondriacus L.ヒユ科

ι (英名)Grain amaranth， Princess feather 
5.メキシコ南西部から北米南西部

6.インカ・アステイカ王国の古代作物.19世紀にインド，アフリカに伝播，現在，主に

インド北部，ネパー/レで栽培.

7.食用(穀類)，野菜としても可.

8.モチ性(ポップ性もある)多い.ネパールでは主食の一つ.高栄養で， Amaranth N ews 

letter (1984)によると蛋白質15%(リジン含震は5%)，無機成分，特に Caが豊富.ア

レルギー(アトピー性皮鱒炎)回避性があるとされ，健康機能性食品で需要が期待.調

理法の研究必要.

9. 1年生草本.直立性分枝多く，草丈150-200cm.葉は広卵，披針形等，花序は上向き

で大きい.種子は黒，白，淡黄色.自家受精と言われるが雌雄異花で自然交雑も多い.

10.栽培容易で生育旺感.温度への適応性広い.多湿に不適で水自転作に不向き.種類に

より農業特性に変異大.双子葉植物だがC4植物.

11.我が闘で研究，評価され，今後の開発が目指されている.穀物利用ではA.hypochon-

driac附 ，A. caudatus， A. cruent:凶が主で，最初のが最適.改良には広い遺伝資源が必

要という.遺伝資源の保存は，農水省・生物研(IBPGRによるネパーJレ産， I日農研によ

るメキシコ産)，東京農大(ネパール産・他)，インド国立ジーンパンク (NBPGR)，米

国USDA-ARS，カルフォルニア大学 (Devis)等 (19). 

12. 25， 54 (18， 19， 26) 

1038 ----・~-~---~-+-~-~-~_#_#・~_þ_~-~-~---~---船--_...-....._..._....._-・e・---・e・-_....-砕--_..._~_..._~---~-~------
1. I日導入・少利用植物

2.シコクピエ，カモマタビエ，カラピエ，鴨脚稗

3. Eleusine corcana Gaertn.イネ手斗

4. (英名)Finger millet，他. (インド Ragi

5.アフリカとインド説.近年，アフリカでE.africana Kennedy-O' Bryneという植物

が交雑容易で起源種と推定.

6.インド酋部と東アフリカで重要な穀類の一つ.古代以来の作物.我が爵へ書くに告来，

近年，殆ど栽培ないが，媛地の飼料作物として見直される気配がある.

7 .食用(穀類)，餌料

8.現地では穀実を煮食，製粉，醸造等する.

9. 1年草で，草丈約1m，茎が偏平で角張り，穂が鳥の足指状.

10.主に熱帯が適地，適度な肥沃震が必要で不適な乾燥地にはトウジンビヱ，ソルガムが
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作られる.

11.熱帯の穀類として保存の価値がある.遺伝資源の保存は，農水省・生物研(/呂百本種，

エチオピア種)， AICMIP (インド)， ICRISAT (インド)等.

12. 13， 41 (23) 

1039 -~-~-----~-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一--~
1.国麓・少利用植物

2.ジュンサイ，ヌナワ，ヌメナワ

3. Brasenia schreberi Gmelin， B.ρurturea Casp.スイレン科
4. (英名)Water-shield， Target 

6.北樺道から九州、/.東アジア，北米，豪州，インド， f也に分布.

7.食用(野菜一葉菜)

8.芽や若葉が柔らかく，ぬめりがあり，淡泊な風味が好まれる.

9.柁中を横走する地下茎から茎を出し，葉は水面に 5… 10cmの構円形でよ苗光沢，裏面

暗紫色，夏に暗紅紫色の花を咲かせる.

10.池沼に生育する水車.普通は野生品を3… 9丹に採集する.

11.東北，中国地方で栽培する町村がある.

12. 12， 45 

1040 -~-~-~-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一~-~
1 .導入・米利用植物

2.食用カンナ

3. Canna edulis Ker-Gawlカンナ科

4. (英名)Purple arrowroot. (アンデス地方)Achira achira 

5.南米アンデス地方，商インド諸島

6.南米全域に分布，栽培.中米に自生.米国，アジアではインドネシア，北部インド，

中国南部に移入，原産地のような利用はまだない.文政年間に渡来した.

7.食用(イモ 根裏の澱粉)

8.アロールート澱粉が浩化よい幼児・病人食，菓子，ピスケット等各種食品の原料.現

地ではキャッサパのように澱粉抽出して加工.生食も可.茎葉は飼料価値を持つ.

9.芸高l.5-4 mの大型多年草.根茎は地下浅くに分岐して長さ25-50cm，t圭3 4 cm 

に肥大.葉身は長さ50cmの卵円形で濃縁色.濃樟赤色の花を着ける.

10.広域適応性で，多肥を要せず，乾燥には弱い.根が浅く，葉は地屈を覆うのでキャツ

サパと異なり土壌保全型.キャッサパに呂敷する収量がある.

11.キャッサパ，ジャガイモ，サツマイモの栽培不利な湿潤地，半日陰地に栽培可能.米

国で開発研究進む.遺伝資源の保存は中南米の農業試験場，大学で標本桂度という.国

立衛試種子島薬用植物試験場に擦本保存，栽植・醸粉特性試験(農及顕64.1989)，

12. 26 (22， 56) 

1 .未導入植物

2.ジロウ， ミドリナス，アオナス

3. Solanum gilo Raddiナス科

4. (英名)Jilo 
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5.南米.アフリカ説もある.

6. 18t世紀にブラジJレで記述され，欧州にも伝播したが，ブラジルで最も栽培多い.

7.食用(野菜果菜)

8.ナスにない一壊の苦味をブラジlレでは好まれて妙めたり，肉類と煮込む.

9.一年草で，高さ1.5m，葉は広卵で2 3田中裂し，花は自色星型，果実は倒卵形で長

径4-7 cm，緑色で完熟すると赤色になる.

10.栽培法はナスに準ずる.90日で収護可能.

11.苦味が日本人の噌貯に合うか問題点.

12. 56 

1042 -------示_..._...._.._<iÞ'_..._酔_..._""-酔e僻eψ___OØ'_____政---ψ---------~--------・o・砂e伊_...._""_...._...._<Þ_.._伊_...._...._-

1. IB導入・少利用極物

2.セルリアック，ネセノレリー，イモセルリー

3. Ajうiumgraveole刀sL. var raραceum DC.セリ科

4. (英名)Celeriac， Turnip-rooted celery 

5.原種が欧州全域，地中溝岸，西南アジアに分布.

6. ドイツ，フランス，イタリーで栽培.我が閣へ明治初年に普及せず.

7.食用(野菜一摂菜)

8.セlレリ一様に香気と風味.皮を剥いで薄切りで生会，サラダ，煮物，漬物とする.

9. 1， 2年草で，長い葉柄，葉は羽条複葉，高い花茎を抽出.虫色の根部が球形で筏10

-15cmに肥大，表面に横簸がある.

10.セルリー同様に冷涼性で，作型の基本は高冷地の春揺き秋収穫と，平地の夏播き冬収

穫.

11.新野菜として普及候補の一つ.

12. 1 (12， 39) 

1043 ・--------~-~---~-;--・e・...._---・-_...._---_..._---・...._..._..._...・e・e・e・..._...._..._... 
1.米導入植物

2.センソウ， f山草

3. Mesona chinensis Benth.シソ科

4. (中間名)涼粉草

6.中層南部，台湾に分布.台湾で一部栽培.

7.食用(晴好飲料)

8.台湾，広東省で盛んに愛用する清涼飲料「涼粉」の原料.全植物の黒褐色の煎液に澱

粉を加えて寒天状に冷やす.

9. 1年生革本で，主主丈15-100cm，茎は四角形，葉身は長卵形，花は総状花で紫色，竪果

は長構円形で0.8mm.

10.乾燥した砂地にある草むら，丘陵の水田付近に生育.

12. 28 (56) 

1044 ---------------・e・----------~_#_-・o・---・..._.._... ・--~-~-~-~--_..._---_..._~・...._;-~-~-~-~----------
1.導入・需発中植物

2.センニンコク，ヒモゲイトウ(穀実アマランサス)

3. Amaranthus caudatus L.， A. edulis Spr.ヒユ科
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4. (英名)Grain amaranth， Love…lies-breeding， Tassel flower 

5.ペルーからチリに至るアンデス地帯.
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6.現在，インド北部，ネパールで主に栽培.我が国へ19世紀に伝来したがイネ，ヒエ，

アワを持つので，また野菜としても定着せず，ヒモゲイトウの名で鑑賞用に利用.ただ，

岩手県の一部地方で古くから栽培.

7.食用(穀類)，野菜としても可.

8.有用特性は， 1038 rシゲホピユJに準ずる.
9.植物学的特性で， 1038 rシゲホピユjと相違点は花序が下垂(前者は車立).
10.生態的特性は， 1038 rヒゲホピユ」に準ずる.
11.遺伝資源の保存は，農水省・生物研 (IBPGRによるケパール産)，東京農大(ネパー

ノレ産)，ボリビア.Palacamaya農技研究所 (IBTA)，ペルー・Camacani試験場， Cusco 

大学，米国 USDA…ARS，カリフォニア大学，インド国立ジーパング (NBPGR)等.

12. 25， 54 (19， 20， 26) 

1045 --------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---
1. I日導入・少利用植物

2.ダイジョ，イセイモ，大薯，伊勢薯

3. Dioscorea alata L.ヤマノイモ科

4. (英名)Great yam 

5.東南アジア， ミャンマー地域と推定.

6.東南アジア，大洋州，西アジア，アフリカまで栽培.我が宿三重県に特産主地の他，千

葉県，九州等で栽堵.

7.食用(野菜一根菜)

8.塊菜は肉質鍛密で粘り強く， トロロイモとして最上質.

9.蔓性でし 3m，茎部断面は阻稜翼，葉は対生ハート型，花は厳生花序，根部は不規

則な塊形または巾着形で，径10cm，肉色は自から赤紫色.

10.排水のよい土壌に春定植，寒さに弱い.白長，由丸，赤丸の品種ある.

11.マイナークロップとして遺伝資源の保存が望ましい.

12. 12， 13 

1046 ------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---
1.未導入植物

2.タカコ

3. Polakowskia tacacoウリ科

4. Tacaco 

5.中南米

6.主にコスタリカのやや高地で産する.他に伝播なし.

7.食用(野菜果菜)

8.極多汁の若い果実をサラダ，スープ，ピックノレや煮食.

9.蔓性の 1年生，多年生革本で，高木によじ登って多数の果実を着ける.果実は長さ 4

5 cm，幅3-4 cm，厚さ 2-3cmの偏平で多肉質，種子を 1個含む.雌雄異花.

10.コスタリカのl，OOOmの高地で栽培される.

11.作物として未分化で野生種と栽培種の中間，遺伝変異幅が広く急速に改良可能といわ



146 農業生物資源研究所研究資料第6号(1994)

れる.中南米産主要ウリ科野菜の一つ.

12. 16 

1047 -~---~-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一。
1.導入・未利用植物

2.ダッタンソパ，ニガソノT，苦蕎麦

3. Fagoρ'yrum tartaricum Gaertn.タデ科

4. (英名)Tartary buckwheat， Kangra buckwheat 

5.アジア大瀧

6.栽培地域は中央・北アジア，インド北部，朝鮮半島，カナダ，米国北部.

7.食用(穀類)

8.ソパに比べて，蛋白質高く，風味強く，ノレチン含量が極めて高い.この成分は血EE調
整機能を有するという.外国の調理法は粉をこねた後，一定時間置いて焼いたりする.

9.変異性の高い 1年草.ソパに比べて，茎高くて枝分かれ少なし花色はやや縁色，種

子は白， Z察等，丸みから長粒まで，脱粒し易い欠点等ある.

10. ソパより短期間で結実する.ソパより高緯度・諜高の伎鷺の適応する.

11.本穂は粉に苦味があり，ノレチン，ケラチン多量のため粉色が黄色んで品質劣り栽培さ

れないが，資源的特牲を持つ.遺伝資源保存は農水省・生物研にネパーノレ採集30種.

12. 25 (12， 15) 

1048 -~-----一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一'
1.未導入植物

2.タ…ネラナ，チャンネノレミレツト，ネイテブソルガム

3. Echinochloa turnerana (Domin) J. M. Black.イネ科

4. (英名)Turnerana 

5.オーストラリア

6.オーストラリア内陸のチャンネ/レカントリーという地域に主に自生.

7.食用(穀類)，館料(穀粒，茎葉)

8.知られて日が浅いが，乾:燥地帯の穀物及び牧業として非常に有望.穀粒の味が優れる

他，穀粒，茎葉が上等な飼料になる.

9.草丈 1m以上の革本で，撤形花序の轍密で大きな穂.植物的に不明点、多い.

10.自生地は年にし 2回の不規尉な集中豪閣のみで100mmしかない.肥沃で粘質の沈積

土で，発芽時を含めて 1-2回の大量の雨で収穫期まで生育可能.

11.作物化の試みが未だで，樟物，生態，栽植法，利用法に不明点、多い.

12. 32 

1049 -------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一--
1.未導入構物

2.ツリートマト

3. Cyphomaηdra betacea (Cavanilles) Sendner， C. crassifor必(Ort.)Machorナス科

4. (英名)Tree tomato， Vegetable mercury 

5. ペノレー

6.アンデスの比較的混暖地で古くから栽培，エクアドルに多い.カリフォニアチ1'1，太平

洋諸島，インド盟大臨，インドネシアの高地で栽培，ニュージーランドで良品生産.
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7.食用(野菜一果菜)

8.駿っばいトマトの味.生食，ジュース，ジャム，カレー，シチューに煮込む.

9.多年生低木で高さ 35mになる.葉はナスに似，集散花序を蔽生，果実は紡錘形で，

長さ 5-8 cm，臨3-4cm，熟すると光沢のある朱色， トマトより堅いが，似た芳香

がある.

10.温帯では冬期ハウス必要，乾期や低温時に落葉するが5度Cの低温に耐える.育高7

ヶ月，定植2-3年から実取りする.実生，挿木ともに可能.

11.ニュージーランドで育種が進んでいる.

12. 33， 56 

1050 --------------------・~_..._..._....-伊----_..._---_...._... 
1.導入・少利用捕物

2.ツルレイシ，ニガウリ，苦瓜

3. Momordica charantia 1.ウリ科

4. (英名)Bitter gourd， Balsam pear 

5.熱帯アジア，特にインドと推定.

6.インドに多く分布，栽培.南アジア，中居，アフリカ温・熱帯に広く栽培.我が慢は

徳J11時代以前に伝播，現在，九州で栽培多い.

7.食用(野菜一果菜)

8.成熟前の淡縁色の果実のほろ苦い果肉を煮物，油妙め，漬物にする.

9. 1年生蔓草で，長さ 1-2m.繊弱な蔓に菊のような葉，巻髭が他物に巻き付く.果

実は大きく丸い，縮長い等種々，表面が癌に護われ，黄赤色に熟すると裂慌し種子を露

出.

11.生態的品種の種類が多い.マイナークロップとして遺伝資源保存が望ましい.

12. 23 (12， 45) 

1051 ----・e・--~-~-~-~-~-~-;-~-~_#_--一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一，
1. 18導入・少利用植物

2. トウガン，カモウリ，冬瓜，鴨瓜，賀茂瓜

3. Benincasa hisPida Cogn.， B. ceベ1告raSavi， Cucurbita hisPida Thunb， C. cer件m
Fisch.ウリ科

4. (英名)White gourd， Wax gourd， Ash gourd 

5.インド

6.アジアの熱帯，温帯に広く分布，栽培.日本で平安時代には栽培，現在，暖地で少栽

堵，台湾，沖縄で多い.故件/，米国で一部栽培.

7 .食用(野菜…果菜)

8.東洋的な果菜である.煮物，汁の味，各種漬物.

9. 1年生革本で，茎葉は粗大だがこわくなく，果実は甚だ大きく楕丹形で果皮硬く，熟

すると蒼色，ロウを帯びる.

10.熱帯，視帯暖地のやや乾燥地に適する.栽培はカボチャに準ずる.種子は果実のまま

か，砂の中に貯蔵.長期貯蔵が利く.

11.我が国で地方的品種の種類多い.マイナークロップとして遺伝資源保存が望ましい.

12. 24 (12， 45) 
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1052 ---------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---
1.導入・少利用櫨物

2. トウジンピエ，唐人稗，パーノレミレット

3. Pennisetumち少hoides(Burm. f.) Stapf & Hubbard， P.αmericanum (L.) K. Schum， 

P.ゅicatum(L.) Koern.， P. TYPhoideum Rich.， P. glaucum (L.) R. Br.イネ科

4. (英名)Pearl millet， bulrush millet他.

5.大部分の野生型，栽培型はスーダン地方産と推定されている.

6.アフリカ，インドで主に栽培.我が菌へ近年導入，関西，中園地方で飼料用栽培.

7.食用(穀類)，飼料

8.現地では種実，粉を調理，時には醸造用に箆用.我が闘で銅料用青メ日に適し2番刈可

能.

9. 1年草で，茎は強大で2mに達する.葉は長さ 1m，幅5cm，穂はガマの穂状， 50 

cm位で褐色，穀粒は広楕円形で米粒より小型.

10.性質極めて強靭で，シコクピエより乾燥，低肥沃に耐える.高温，少雨を好む.

11.熱帯インド，アフリカの穀類として，シコクビエと共に保存の価値ある.

12. 13， 23 (40， 45) 

1053 -一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---
1.導入・少利用植物

2. トレビス，レッドチコリー

3. Ci・'coriumintibusキク科

6.フランス，イタリーに広く分布，我が国へ1980年代に生果を輸入，のちに栽培開始.

7 .食用(野菜…葉菜)

8.結球部をサラダ等.葉は柔軟でやや苦味，レッドキャベツに似ている.最新の新野菜.

9. 1， 2年草で，葉は広丹・長楕円で濃紫色.結球・不結球あるが，現在結球型が栽培.

10.不明点多い.玉レタス栽培に準ずる.夏は高冷地，冬は暖地，春・秋は平地が適.

12. 1 

1054 ----------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一'
1.導入・少利用橿物

2.ナタマメ，タテハキ，万立

3. Canavalia gladiata DC.マメ手斗

4. (英名)Sword bean 

5.熱帯アジア，アフリカに野生の C.virosa Wight & Arn.が野生種と推定.

6.熱帯アジアに広く分布，インドに特に栽培多い.我が国で江戸時代より栽培.

7.食用(野菜，マメ)，土壌保全・緑肥

8.熱帯アジアでは若英を野菜.成熟種子は英まま加熱してソラマメの様に食する.我が

毘は若英を輪切りにして福神漬，味噌潰.立は煮豆.短期の被覆作物.

9.蔓性l年草として育てるが，多年生よじ登り， 10mになる品種もある.葉は3出葉で

卵形，英は大きく20-40cm，中に径3.5cm位の種子が10-14値入る.

10.熱帯性だが温暖帯から熱帝漉滴.年平均気温15-27度Cが生育範囲.根が深いので極

乾条件にも耐える.

11.マイナークロップとして保存が望ましい.
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12. 4， 24 (12， 41， 55) 

1055 -一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一'
1.未導入植物

2.ヌグ，ニガーシード

3. Guizotia abyssinica (L. f.) Cass.， G. ole供raDC.， Verbesina sativa Less.キク科

4. (英名)Niger seed 

5.アフリカ

6.竿くにエチオピアからインドに伝播，両留で栽培盛ん.現在，ドイツ，米関でも栽培.

7.食用(池料)

8.藤子から黄色，芳幸容，嵐味ある.半乾性油を生産.料理用の他，石鹸等にも使用.種

子は30-50%の油と20%の蛋自質を含む.

9.分校性の1年生家本で，高さ0.5-1.5m.無柄で尖った長形，花序は枝先に黄色，球果

は笹1cmの長形で角張り黒光り，ょに開いている.

10.雨量980mmのやや乾燥した，かなり痩地に適する.

11.油料遺伝資漉のーっとして保存の価髄ある.

12. 41 (12， 15) 

1056 -~-~-~-~--・e・-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一，
1. 18導入・少利用植物

2.パースニップ，アメリカボウフウ

3. Pastinica sativa L.セリ科

4. (英名)Parsnip、

5.東部地中海とコーカサス地方

6.欧州北寄りに多く分布，ジャガイモ前は主要作物だ、った.米国も栽培.我が固に明治

初年に渡来，あまり普及しなかった.

7.食用(野菜一根菜)

8.長さ50cm位のにんじん型の乳自色の根をシチュー，スープ，ゆでて食する.近年の新

野菜の一つ.

9. 2年生革本で，葉は根出の羽状複葉，草丈60cm位，花は複散形花.

10.ニンジンより耐寒性，高冷地で春播，平地で初夏播.

12. 1 (12， 39) 

1057 -一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一吋一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一'
1.導入・旧利用櫨物

2.ハッショウマメ，オシャラクマメ，八升豆

3. Mucunaρrurieηs (L.) DC.， Stizolobium hassjoo Piper et Tracy (我が顕で後者の使用

多い)マメ科

4. (英名)Yokohama velvet bean 

5.熱帯アジア.日本にJI国化.

6.過去に栽培されたが，西南暖地，沖縄に僅かに残る.

7.食用(マメ類)，土壌改良・緑杷

8.食用として煮豆，あん等(毒抜き必要).強力な直根根系による土壌改良・緑肥に利用.

他感科用とみられる雑草抑制，線虫対抗作用が注目されている.
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9. 1年生蔓性草本で，茎は繊弱で、他物に巻き付く.葉は3出葉卵形で，英は長さ15cm，

密な紫色ビロード状 3… 6舗のマメを有する.

10.熱帯，温帯域で生育でき，本種はMucuna属中で最も早生で日本で豆が成熟可能.

11.土壌改虫・緑肥としての研究がされている.遺伝資源の保存が望ましい.

12. 4 (12， 46) 

1058 ・#_#_--~-~-~-~_#_~-~-~-~-~-~-帳-~-~-~-~-~_#_~---~-~-~-~-~-~-~-~-----
1 .未導入植物

2. "'¥フアローウリ

3. Cucurbita joetidissima HBK.他.ウリ科

4. (英名)Buffalo gourd 

5.北米南西部，メキシコの砂漠に野生.

7.陪上

7.食用(油料，蛋白質)

8.種子は油脂34%，蛋白質30-35%含み，これら産物の推定収量はダイズやピーナツに

勝弘不飽和度高い油脂は食用，工業用に適する.生果実は家畜錨料にも利用.

9.強健な多年生植物で， 50-60個も生産する果実は筏8cm，丸い硬い殻を持つ.地中5

mに達する巨大な塊茎はダリアのように多肉質で水分と澱粉を蓄える.

10.暖かい乾燥した気候が長期に必要，霜に弱く，不良排水の漉潤地に育たない.

11.乾燥地域利用の有望な未開発油料資源.米関，レバノン(乾燥地農業研究所)で開発

研究実施.

12. 32 (26) 

1059 -~-----~---~-~-~-~---~_._._-_._~_._~---~---~_._~--_._--~_._~-~-~_._~-~-~-~・""--_...._..._...._... 
1 . I日導入・少利用植物

2.ハヤトウリ，チヤヨテ

3. Sechium edule Swartz， S. americanum Poir.， Chayote edulis Jacq. Sicyos edulis 

Jacq.他.ウリ科

4. (英名)Chayote， Pipinella， Choco， Vegetable pear 

5.メキシコ中部からグアテマラに遺伝的多操性，原産地と推定.

6.膜産地方は古くから，現在は世界の熱帯，祖暖地方で栽培.日本は1917年に北米から

鹿児島に導入，現在，温暖な地域で栽培見られる.

7 .食用(野菜一果菜)

8.若果を煮食，漬物等.淡泊な味，特有の香りがある.根はサツマイモ様な塊，味も似

る.

9.多年生蔓草だが我が冨では1年草.繍に這わせて10mイ立に伸長，葉はキュウリ形，果

実は l株に数十舘以上も頗る豊産，西洋梨形，中に大きな麓子l個，果肉は硬く淡緑色.

10.我が閣では海岸の温暖な地域に適する. 4月に果実ごと定植して9丹に開花，霜に弱

い.座は果実から取り出すと発芽力を失う.

11.選法資源はコスタリカの CATIEに保存.

12. 16， 24 (12， 15， 45) 

1060・--'"'"_...._--""-----一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一，
1 .導入・開発中植物
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2. ヒユ(野菜アマランサス)

3. Amaranthus inamoeus Willd.， A. mangostanus L.， A. gangeticus L.ヒユ科

4. (英名)Vegetable amaranth 

5.中南米と推定.

6.野菜として熱帯，亜熱帯に広く栽培.特にインド，中関.

7.食用(野菜一葉菜)

8.若い茎葉を妙め，煮食.輩出質，ビタミン，無機質が多く，ホウレンソウに匹敵.
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9.変異の高い 1年草で，草丈30-150cm，葉身は広卵形，花序は淡緑色の穂状で下垂.

10.栽培容易で，乾燥したサバンナ的地域にもよく育つ.

11.遺伝資掠はインドの国立ジーンパンク (NBPGR)等.

12. 26 (18， 19) 

1061 ------------------・市----_#-~---~-~-ゅ__4>_...._______市--・e・---・e・....-..._-_...--... ・e・--~_..._....・e・砂_...._..._..._..._-
1.未導入植物

2. ヒヨコマメ

3. Cicer arietinum L.マメf4

4. (英名)Chick pea， Gram， Bengal gram， Dhal f也.

5.中東地域で作物化. C. reticulatumが野生種と推定.

6.古代以来，インド，地中海域，中東，エチオピアで栽培.インドが主産地.北米力肘1'1，

南米，豪州，東アジアは中国のみ栽培.

7 .食用(マメ，野菜)

8.蛋白質14-30%含む富栄養で価値高い.マメは生，乾操，ダール(半部)で焼き，煮

食，揚げする.若い茎葉，英は野菜.種実の澱粉は繊維の糊付け，接着剤の原料となる.

9.直立または護性1年生革本で，高さ0.2-1m，葉は卵形か楕円形，英は長さ1.4-3.5

cmで， 1 2 {聞の豆を含む.豆は球形，自色で独特のしわ曲紋，突起がありひよこの頭

を連想.

10.涼しい半乾燥地に適する.温暖な地方の冬作物として栽培.生育可能な範臨は年平均

気温6.3…27.5度C，関量280-1500mm.各局光期に開花して中日性だが長自性植物に入

る.

11.豪州で大規模機械化用に改良して栽培化.遺伝資源は， ICRISAT(インド)， ICARDA

(シリア)， USDA/SEA…AR (米国・プルマン)， VIR (ロシア・ペテノレスプJレグ)， INIA 

(メキシコシティ).

12. 4， 24 (13， 23， 41， 45， 55) 

1062 --------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---
1.未導入植物

2.ファウゾンテル

3. Chenopodium nuttaliae Saffordアカザ科

4. (現地名)Huauzontle， (スペイン名)Hoautli 

5.メキシコ

6.メキシコ中南部2，000mの山地に栽培.

7.食用(穀類，野菜一葉菜)

8.穀実または粉にして食する.1026 rキノ と間じ高蛋自，富栄養.茎葉を野菜.
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9.アカザを大型にした形.茎高1m 位，葉は菱状，花房は大型で20-60cm，よく枝分れ

する.種子は1.5-2 mmで淡黄色，淡紅色等.

10.熱帯高地の気様に適し，貧栄養土壌でも育つ.冷涼な日本の気候にも適する.

11.キノアと交雑可能で改良に有効.

12. 26 (20) 

1063 -一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---
1. I自導入・少利用捕物

2.フジマメ，テンジクマメ，センゴクマメ，アジアマメ

3. Dolichos lablab L.， D.ρuゆurensL.他

4. (英名)Hyacinth bean， Lablab， Bonavist他.

5.東南アジアかインド説と多様性中心地アフリカ説がある.

6.古くから東洋や北アフリカ中心に熱帯，甑暖地域で栽培，インドで最も盛ん.中国は

揚子江以南.我が国は17世紀に中間より導入，現在，関諮以西に栽培.

7.食用(野菜，マメ)，飼料，縁肥

8.若爽を野菜，乾燥立を煮食する.我が留では晩秋まで長期に渡り若英が採れる.熱帯

では飼料，緑肥に利用多.生鮮立は背離を含む.

9. 1年生蔓性革本で栽培するが，多年生で通常2-3mに伸びる.英は5-7cmで，

1 cm{立の黒色マメが3 6個人る.

10.気温18-30度Cの範囲でよく生育.インドでは雨量900mm以下の高地で栽培.長日品

種と短日品種の両者がある.

11.マイナークロップとして遺伝資源の保存が望ましい.

12. 4， 24 (13， 41， 55) 

1064 -一一一一一一一一一一一一一一一一
1.未導入植物

2.ベキ-

3. Caηlocar brasiliense Camb.バターナッツ科

4. (英名)Caryocar species， (ブラジノレ名)Pequi 

6.アマゾン川流域，ギアナ，中央ブラジlレに分布.

6.食用(油料)

8.油は外果皮と種子に高濃度含有.ヤシ油に似るので用途も間じ料理や食品窟料.将来，

急速に増加して工業化の可能性という.種子はナッツとして最高の味.

9. f~木で黄色，白色の花.オレンジ大の果実は果関と種子から成る.

10.他の経済構物が生育しないような悪条件の痩せ地でも育つ.ブラジル中央高地の脊薄

土で半乾燥地帯等.

12. 32 

1065 -一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一，
1.導入・少利用植物

2. ".くピノ

3. Solanum muricatum Ait.ナス科

4. (英名)Pepino， Melon pear 

5.中米，コロンピア，エクアドJレを合む南米商部の中・北部.
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6 .アンデス古代からの作物.中・北部高地に栽培 ニュージーランドで栽培多い.我が

菌へ1980年にニュージーランドより導入，道県で栽培.

7.食用(野菜一果菜)

8.熟巣が多汁で，芳香あり甘酸っぱく生食する.

9. 1年生草本で，草丈1-1.5m，葉は狭一広楕円形，花は青紫色，果実は卵形，こぶし

大で，濃黒紫色に黄色の縞がある.形質の遺缶変異が大きい.

10.高温ではで着果不良，品質低下. トマトの栽培に準ずる.良品種に種子無し・不稔系

が多く挿木で繁殖.繁殖法の難点で伝播遅れたという.保存上の難点である.

11.ペルー，コロンピアに良質果実.遺缶変異大きく改良進歩が期待.

12. 1 (21， 36) 

1066-----------------------------緋---~-----~-~---~-~-~・e・命_...._.... ・----~-~-~---~-~-ゅ-~_..._....-.，.--_.令。
1 .国産・!日利用植物

2.ホドイモ，ホド

3. Aρios fortunei Maxim.マメ科

4. (英名)日odo，(中国名)地菓子

5.東アジア

6.我が国の北梅道から九州，中国南部に自生.

7.食用(イモー食用)

8.塊線を煮食.澱粉質60%，蛋由貿13%，糖質13%.ガラクトリン，ガラクタン多い.

9.多年生蔓性革本で，長さ 2m，葉は現状擾葉で長卵形，花は総状花序で蝶型黄緑色，

.E英は約5cmで種子5個，縮長い地下茎の所々に紡錘形の塊根を生ずる.

10.日当たりのよい林縁などに自生する.

11.北米に自生のアピオス (1002.A. tuberosα拡oench)の近縁種で塊根はより小型.

12. 15 (45， 55) 

1067 --------一一一一一一一一一一一一一一一一一---
1 .未導入植物

2.マカ

3. Lゅidiummeyenii Walpersアブラナ科

4. (英名)Peruvian ginseng (ケチュア，スペイン名)Maca他.

5.南ペルーのPuna地方

6.アンデスの3500-4000mの棲高地.

7 .食用(野菜一根菜)

8.現地では塊根を灰汁抜きなどして生か，乾燥貯蔵品として食する.砂糖煮すると芳香

あり美味.塊根は澱粉，蛋白質，無機質に富む他，アルカロイド，脂肪駿，タンニンと

少量のサポニンを合む.

9.葉は叢生して地面這うように展開，塊根は清張った大根の形で，表皮が粗一滑，クリ

ーム，淡脊，黒色等多様.

10.耐凍性が極めて強い特徴がある.マカの生育地条件は強い太陽光線，激しい風，骨に

凍みる寒さ，気温較蓋は日中18度Cから夜-10度Cと，世界の農地で最悪条件に属する.

11.酎凍性遺伝資源としての価値が注目される.

12. 33 (22) 
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1068-~-~-~-------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
1.国産・未利用植物

2.マコモ

3. Z抑制:alat;助liaTurcz.， Z. caduciflora Hand. -Mazzイネ科

4. (英名)Manchurian water-rice， (中盟名)支挙，菱自，菰

5.東アジア

6.自本から中間大躍の温帯，冷温帯と亜熱帯に分布，中間中・南部から台湾で栽培.

7.食用(野菜一茎菜)

8.利用部分は中国語の菰角・マコモダケ.幼茎にマコモ黒穂菌が寄生して伸長を胞害さ

れ，タケノコのように肥大する.純白，甘味あり美味.中国料理で有名.

9.高さ 2mにもなる大型の多年草で，太い地下茎と葉身は線状披針形で，花は円錐花序，

種子は穂に疎ら着く.黒穂、醸の寄生した株は枯死しないので根茎を毎春植え付ける.

10.池沼や湾JlIの畔に大群.沼田等水田にしにくい処を利用して栽培.

11.我が閣での普及が有議.中国で栽培歴史古く少数の栽培品種存在.マコモ属は3種あ

り，他の2麓は北米東部に分布，ワイルドライス(1080)はその一つ.

12. 26 (12， 15， 45) 

1069 -------~-~・e・__..._...._.r_...___...・e・e・e・..._...._...-府----_...._~-----~_..._-_..._~-情-~---------~--------------

1.未導入植物

2.マテチャ，マテ

3. Ilexμraguayensis A. St. Hil.モチノキ科

4. (英名)Mate， Yerba mate， Paraguay tea 

5.パラグアイのパラナ川とパラグワイ川聞の常緑林地帯.

6.栽培地はパラグワイからアルゼンチンに多く，ブラジJレ南部の州.

7.食用(噌好飲料)

8.南米南部で古くから飲用.茶，コーヒー，ココアに次ぐ噌好品.カフェイン 2% (乾
燥で)，タンニン15%，ビタミンが含まれる.

9.高さ 3… 15mになる.葉は肉厚く，長さ 4-10cmの楕円形，花は小さな続色で，祭実

は5mmの赤褐色.雌雄異株で雄株が収量多い.

10.冷涼な気候を好み，適地は平均気温20-23度Cで雨量1500mmの地域.

11.商米でマメ茶の本格的栽培はようやく始まった.遺括的変異に非常に富む.

12. 15 (12， 23) 

1070・------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一，
1.米導入積物

2.ムラサキアカザ，モチソパ

3. ChenoρodiumρurpUYlωcens J acquin.アカザ科

6.中閤南部の雲南，広西省から台湾の山地に栽培.

7.食用(穀類)，野菜も可.

8.穀実を炊飯，時には発酵酒精.蛋白質15.6%，油質6.7%などキノア(1026)に匹敵す

る高栄養.若い葉や果穂を野菜とする.

9. 1年生草本.アカザの大型で，草丈70… 100cm，茎は概ね単一で，花序は極めて長い円

錐形60-90cmで下垂し，果時に美しい紅赤色となり，種実は黄色で偏平をなす.
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10.山の斜面のように栄養乏しい乾き易い土地でもよく育つ.

12. 26 
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1071-~--一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一e
1.導入・開発中植物

2.モロへイヤ，タイワンツナソ，シナツナソ

3. Corchorus olitorius L.シナノキ科

4. (英名)N alta jute， (中国名)小麻

5.中近東

6.中近東からアフリカに分布，古代エジプトからアラブの野菜として利用.インド，中

国も栽培多い.我が国へ最近導入，北海道から九州までの一部で栽培.

7.食用(野菜一葉莱)，黄麻(ジュート)の代用としての繊維用.

8.若い茎葉をひたし，妙め，煮会，また乾燥粉にして混ぜ物.高カロチン，ビタミン等

栄養に優れ，シソに似， トロロのように粘る性質を持つ.

9. 1年生革本で， 1.5-2 m 直立，上方で分枝，葉は単葉，有柄で披針形，葉服から花序.

10.好祖性で，盛夏に旺盛に生長，繁茂.有機質に富む排水よい条件で良品質を生産.

11.野菜用と繊維用は閤種異亜種，黄麻原料のツナソとは同属異種.

12. 1 (15， 36) 

1072 -~-~-ψ_#_--~-----~-~-~---; 

1 .未導入積物

2.ヤウポン

3. Ilex vomitoria Ait.モチノキ科

4. (英名)Yaupon 

6.米国南・南東部に分布

7.食用(晴好飲料)

8.葉を煎じて茶に似た飲物.Black drinkとして知られる.インディアンの飲物で，自

人も茶として地方で流通したが大衆的とならず，最近，ソフトドリンクとして在自.

9.常緑の低木.西洋ヒイラギの仲間.

10.温援な砂性土壌に生育する.

12. 10 

1073・..._..._.-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ゅ
1 .導入・開発中植物

2.ヤーコン

3. Polymnia sonchifolia Poepping & Endlicher， P. edulis Weddellキク科
4. (英名)Yacon， (ケチュア語)Yacon， Llakuma， (スペイン諾)Yacon， J acon 

5. Polymnia属の原生々恵、がアンデス高地北部の諸国に19種報告やメキシコから中南米に

12種の報告がある.

6.ベネズエラからアノレゼ、ンチン北部の標高平均2000mのアンデス高地で栽培.南米外へ

も普及.我が習では1985年にニュージーランドから導入.暖地で少栽培.全毘規模で試

作も実施された.

7.食用(イモ食用，加工原料)

8.塊根は糖質，蛋白質が微量で，甘味あり，禽応えよく，低カロリーで機能性野菜.ま
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たフラクトオリゴ糖が糖質中の91%を占め，これの原料作物に期待されている.同成分

は腸管，血管系の疾病を予防する効果がある.

9.多年生草本だが，我が国では冬季枯死する.草丈1-1.5m，濃緑のセロリー状の葉，

晩秋に黄色の頭花，地下に繁殖器官の塊茎と貯蔵器官の塊根を持つ.

10.栽培法未確立だが，塊茎からの萄を晩霜終期に定植し晩秋に収穫，栽培期間長い.生

育適漉は20-30度Cと推定.開花に短日条件が必要，塊根形成には必要ない.

11.農水省と民間で，栽培・育種の開発研究，機能利用上の研究が行われている.

12. 31， 33 (16) 

1074 ---------------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---
1.導入・少利用植物

2.ヨウサイ，アサガオナ，エンサイ，クウシンサイ

3. !pomoea aquatica Forsk.，よ reρtans(L.) Poir.ヒルガオ科

4. (英名)Chinese water spinach， Water convolvulus， (中国名)空心菜

5.熱帯アジア，特に中盤

6.中国南部，台湾に栽培多く，広く熱稽アジアに栽培，流通.我が国へ古く九州へ，戦

後暖地で栽培あるが一般的でない.

7.食用(野菜一葉菜)

8.粘りを有して風味よく，各種ビタミン多く，無機費，蛋自質 (3%)高い.

9.水湿性の蔓性1年生で，茎は中空，長く這い節から根を分枝し，その校を利用する.

葉は長楕円形等で10cm位，花はアサガオの小型，日本で採撞できない.再生力強い.

10.貯温性で盛夏に生育旺盛.池沼，水田の畔を利用して栽培.

12. 1 (24， 26) 

1075---------------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---
1 .導入・少利用植物

2.ライマメ，アオイマメ，ライマビーン，英豆，葵豆

3. p，加seoluslunatus L.， P. limensis Macf.他.マメ科

4. (英名)Lima bean， Sugar bean， Sieva bean， Butter bean他.

5.中米グワテマラが原生中枢で，ペノレー系の大粒種と，メキシコ系の小粒種が分牝.

6.北米加チi'Iで多く，インド亜大陸，中層も栽培.我が国へ江戸持代にさして普及せず，

現在，フジマメの名で少量流通.

7.食用(マメ，野菜…豆英)

8.若英は甘く香気に富み，立穎中最も美味と言われる.青立を煮食.外国でシチュー，

スープ，中国でもやし.

9. 1年生，熱帯で多年生.有蔓と無蔓がある.葉は3小葉で卵形，英は約8cmでマメが

2 4個人る.豆は1-3cm極彩色の誕紋がある.

10.適応性広く，冷温帯から熱帯の乾操，湿潤地域まで.短日性から中日性品種ある.

11.青酸を発生する配糖体ファゼオノレナチンを含む系統ある.白色大粒の北米種は安全で

広く栽培.Sugar beanの名の如く，美味な特性の利用が期待される.

12. 4，24 (13，55) 

1076 -一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一，
1.未導入植物
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2.ルロ，ナランジロ

3. Solanum quitoense Lam.ナス科

4. (英名)Naranjillo， (コロンピア名)Lulo de castilia 

5.コロンピアからエクアドルの地域

157 

6.コロンピア，ペ/レー，エクアドルの1，000-2，500mの高地に栽培.ローカルな作物.

7.食用(野菜一栄菜)

8.甘酸っばい風味と香りで，生食，ジュース，ジャム，冷菓などに大衆的な果物.

9.草丈2.5mの半謹木になり 3年目で更新.葉は暗縁色で長さ25cm，幅15cm，花は淡紫

色，果実は球形で3-5 cm，白い短毛に覆われて熟するとオレンジ色，周年結果する.

10.排水良好な湿潤，肥沃な土地で良品を産する.無霜条件で生長早く 10ヶ月で結果関始.

果実は年1… 2t/ha収穫可能.繁殖は種子で，挿木は糸状菌の感染で発根回難.

11.栽培歴史が浅く未改良の形質を持ち，近年，米国等の諸国で住自され，有用な類縁種

も発見.種子の保存は貧弱，保存機関は文献 (21)に記載.

12. 32 (56， 21) 

1077 ---------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一般
1.未導入植物

2. レンズマメ，ヒラマメ，へントウ

3. Lens culinaris Medik.， L. esculenta羽oench他.マメ科

4. (英名)Lentil， Masurdhal， Tillseed 

5.中近東，地中溝地域と推定.

6.エジプト，南欧，西アジアの古い作物で，現在世界の混帯，亜熱帯，熱帯高地で栽培.

インドが主産地.日本にはない.

7.食用(マメ，野菜一豆英)

8.乾燥豆は栄養儲に寵み，蛋白質20%，油質0.6%，炭水化物63%，ビタミンB群が多い.

マメを半割(ダー/レ)や粉にして煮食やスープで穀類と共に食する.若英を野菜.

9. 1年生革本.直立で25-75cmで，葉は羽状複葉で広楕円形，英は 1-3cmでレンズ

形の豆が1-2個入る.

10.冷溢帯から亜熱帯の湿潤，乾燥地帯に適し，長自性から中日性品種.溢帯の冬作物と

しても可能.

11.インドではキマメ(1027) と同等の品質に位置付け.リョクトウ，ケツルアズキ(以

上，農水省・生物研で種子保存中)より劣る.遺伝資源保存は， ICARDA (シリア)， 

ICRASAT (インド)等.

12. 4， 24 (12， 41， 55) 

1078-----------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一，
1 . I日導入・少利用植物

2.ロケットサラダ

3. Eruca sativa Mills.アブラナ科

4. (英名)Rocket-sa!ad， (中国名)芝麻菜

5.地中海沿岸

6.欧州東部，アジア北部・西部で生育.南欧，中国で小規模栽培.我が閣でまれに栽培.

7.食用(野菜一葉菜)
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8.若菜は柔軟でよい風味，辛みあり，サラダ，中華料理.種子は油質40%を含む.

9. 1年草で，草丈20-40cm，茎は甚立して上方で分岐，種子は2mmで褐色.

10.多くのアブラナ科作物より花期が遅く 8-9月.種々の花色で日本は白色.

12. 28 (12) 

1079 -------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一，
1. I日導入・未利用檀物

2.ロ…ゼル，ロゼルソウ

3. Hibisc陥 sabdarif(aL.アオイ科

4. (英名)Roselle， J amaica sorrel他.
5.熱帯酉アフリカと推定

6.熱帯，亜熱帯各地で可食の専を目的に栽培見られる.我が国は台湾へ1911年に導入，

試作成績良好と発表.

7.食用(噌好料，野菜一花菜)

8.花器の等片と総包片が熟すると肉質，赤色，酸味を呈し，ゼリー，ジャム，清涼飲料.

9.直立1年草で 2m位，茎は赤い.葉は3裂，披針形.花の専は赤味で4 5 cm， 

総包片は 4cm{立になる.繊維用ローゼルは異亜種.

10.強健で，熱帯，亜熱帯では適地を選ばないが，肥沃で適湿の壌土を好む.短日性で西

南暖地なら生育可能.種子か挿木で繁殖.

12. 24 (12， 15， 45， 56) 

1080 --・--~----------------------------------1 .米導入植物

2.ワイルドライス，アメリカマコモ

3. Zizania aquatica L.イネ科

4. (英名)Wildrice， Annual wild rice， Southern wildrice 

5. :jじアメリカ

6.米盟主主部からカナダまでと，南へフロリダ州までの河畔の湿地や湖沼沢地に分布.主

に米関東部とカリフォニア州で水田栽培.

7 .食用(穀類)
8.古くよりインディアンの食糧.特有の香り，風味，歯切れよい食感を持つ.蛋白質14

%，ビタミン B2が多い.高価.米関で米飯様に調理したり，感謝祭等の七面鳥料理，ス

ープやキャセロール料理に.

9. 1年生革本.茎は草丈23mに達し，掻2cm位.葉は揺広い線形.花序は大型の

円錐花序で下半に雄性，上半に鑑小穂、を着ける.種子は長さ15mm位に細長く，乾くと

黒褐色になる.

10.イネの生育しない寒冷地の湿地や湖沼沢地に大群で繁殖する.

11.脱粒性等の野生型から栽培諜へ開発進行.半栽培型品種存在.種子の発芽力は数週間

しかない.

12. 26 
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(2) 工業原料用植物(主用途)

2001------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一，

1.未導入植物

2.エスバルト

3. St争atenacissima L.イネ科

4. (英名)Esparto grass， Spanish grass 

6.スペイン南部とアフリカ北部に分布

7 .工業用(繊維・製紙)

8.茎葉は繊維56%，柔軟，強靭で船舶のロープ，マット等.高級印崩用紙の原料.
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9.草丈90-120cm，菜は密生し円筒形で株題り60-300cm，葉は10-100cmの長さ，茎頂

に穂、を着け小穂に 1花を着ける.

10.海岸の乾燥，強光の岩の多い不毛地に生息、.

11.パノレプ，繊維藤料に世界的に注目.

12. 15 

2002 -----------------一---・e・-一一一一一一一一一一

1.未導入植物

2.カンデリラ

3. Euthorbia antisythilitica Zucc.， E. cer俳raAlcocerトウダイグサ科

4. (英名)Candelilla 

6.米国南西部，メキシコの乾燥地帯に大量に繁茂.

7.工業用(ワックス)

8.菓葉にワックス層，抽出量3-5%，カンデリラワックスは無定型の黄褐色国体.パ

ラフイン等柔らかいワックスの硬化剤，ロウソク，つや出し，ワニス，ラッカ一等多用

途.

9.茎ばかりの多年草，草丈1-2m. 

10.爵量100-500mmで生育可能.ワックス層は乾操地方や乾燥年謹厚い.栽植2-5年

で生産開始.

11.米国，メキシコで原始的生産中.ホホパ，カノレナウパワックス}レテアと同じ用途.

12. 32 

2003 -一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---

1.未導入植物

2.グアユール

3. Parthenium argeηtatum A. Grayキク科

4. (英名)Guayule rubber tree， Mexican rubber 

6 .北米メキシコ北部からテキサス州南部の半砂漠地帯に野生.

7 .工業用(ゴム嚢)

8.グアユールゴム質の含量は乾燥重量で改良種は20%で工業的に有望.ゴム質は他のラ

ッテクス植物と異なり，乳管，乳液は存在せず体内の細胞質内に穎粒として分散.熱帯

以外の植物中で最もゴム質に富む.パラゴムと唯一の同系統ゴム質.

9.多年生の小濯木，高さ30-60cm，基部から分校して更に上部で分校し草姿は償j円錐形.

葉は密に広披針形，花は各枝に散房状. 2-4年目からi収穫可能.
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10.生育期に32度Cの高温が必要だが乾操の休翻期は 10度Cで枯死しない.年平均15度

C以上が適する.処女生殖するので改良種の増殖容易で育種に有利.

11.米国，メキシコで開発研究進行，工場もある.他にインド， トルコ，アルゼンチンで

も研究や試作.遺伝資源の保存は米層，メキシコに多い.

12. 26 (45) 

2004 --------・o・-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一--
十未導入植物

2.クフヱア属

3. Cゅheaspp.ミソハギ科

5.中米

6.主に中南米に分布.約300種あり， 80種はメキシコ 5種は米国高部に分布.

7.工業用・食用(油料)

8.中級脂肪酸を主とするココナッツオイル，パームオイムを補う可能性を持ち，特に C10

-Cl2の植物性脂肪酸として石離，マーガリンや多用途に注呂.油含量は20-35%.

9. 1年生か多年生の革本か半木本 1事丈40-100cm.葉は対生，全縁で葉は葉厳に単生か

総状花序.種子はレンズ状で千粒重0.18-4.45gの小粒.主に他家受精で，種内の変異楼

大.

10.種類により乾燥から混潤地帯で生育可能で，日本で継代可能.早生種は85日で収穫.

収量は米間試作で1 2 t/haの低収が難点.

11.農水省で農業特性・油質特性の解明，パイテク育種に着手.米国， ドイツで新油料作

物として開発実施.遺倍資源の保存は文献17に示す.

12. 17， f也

2005 ---------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一。
1.未導入植物

2.クラスターピ…ン，グア-

3. Cyamopsis tetragonoloba (L.) Taub.， C.ρsoralioides DC.， Dolichos fabaeforηmis 

Willd.マメ科

4. (英名)Cluster bean， Guar bean， Siam bean，他

5.インド各地で栽培，地方名多いので開臨が原産地と推定.

6.インド'と周辺闘で古く，米国，東南アジア，アフリカで20世紀，中障で近年から栽培.

7.工業用(ゴム質)，食用(野菜)，土壌保全・緑肥，銅料

8.種子は澱粉46%，蛋白質30%を含み，澱粉中の多糖類グアルガム (Guargum)は70…

80度Cでも粘度高く食品や他産業で粘度強化剤として重要性増加中.土壌改良作物とし

て跡作に好影響.若英を野菜.

9.低木状の1年草で高さ 3m，茎は角張り，葉は3小葉卵形，演は長さ 4-12cm，径8

mmの穂子を 5-12個含む.

10. 400-900mmの半乾操地に最適.砂地の他，土壌を選ばず，輪作物に好影響を与える.

題日性.収量は低く，天水で豆900kg/ha，茎葉1.5t，謹甑でその倍量.

11.熱帯，亜熱帯の重要作物になれる.工業用ゴムとして貴重.

12. 4， 32 (23， 55) 
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2006-~---~-~-~-~-~-~-一一一一一一一一一一一一一一一一

1. I臼導入・開発中植物

2.ケナフ

3. Hibiscus cannabinus L.アオイ科

4. (英名)Kenaf， Amber， Hemp，他.

5.インドまたはアフリカと推定
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6. 2生態系あり，高方型でインド等熱帯地方栽培系と，北方型で中国東北部，ロシア栽

培;系.

7.工業用(製紙，繊維)

8.近年，我が闘でも手写生産容易な製紙原料として開発中.繊維質や硬さが木に近く品質

に遜色ないが，原料の季鮪性，農家の採算性に問題残る.

9. 1年生革本で，高さ 3-4m，茎径2.5cm，葉は掌状複葉，葉肢に黄花，直根は60cm

に達する.

10.熱帯から溢帯に広域適応性.我が簡では数個丹で4m. ~文章50t/ha にもなる.

11.環境庁(平成2-3年)で研究.民間(環境クラブ)で中聞から積子導入して試作，

パルプ化，製品化試験中.中国，タイで製紙工場稼働，豪州、|で商業舘値試験中.

12. 23， 56， f也

2007 -~-~φ"""_...._...._...-ゅ--_...・e・..._..._---_.....・0・ ~-ψ_...._---_... ・...._-_...._....._...._"'"・o・0・~-~-~---~-~-----~--_#_----骨-~

1.未導入植物

2.コモン ミルクウィ…ド

3. Ascleρias syriaca L.ガガイモ科

4. (英名)Common milkweed 

5.北米

6.米国，カナダで自生，栽培もされた.

7.工業用(ゴム質)，食用(野菜一葉・果菜)，繊維

8.ラテックス(乳液)中にポリフェノールと油4.7-14.4%，ポリメリック炭化水素0.2

-1.2%.商業ベースに必要な前二者7%と6%以上は可能だが後者の10%は圏難と言わ

れる.

9.多年生事本.芳香ある花.

11.米国で多用途利用に注目，調査.ラテックス植物として注目されるが商業化無し.

12. 2， 5 (15) 

2008 -~-~---~-~--・..._-_.._...・~-~・o・~-~・e・-------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一~--
1. I日導入・開発中植物

2.サトウモロコシ，スイートソノレガム，ロゾク

3. Sorghum bicolor Moench var， saccharatum Kornイネ科

4. (英名)Sweet sorghum 

5.東アフリカ

6.古代に発祥しインド，欧州へ，コロンブ令ス後新大陸へ伝播.我が国へ5-8世紀，以

前に農村の甘味料として少栽培.

7.工業用(バイオマスエネルギー)，錦料.

8.茎汁に糖分10-20%，アルコール収量は10アール当たり5001(ガソリンで3001)にもな
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る.石油代蓄えとして期待.搾汁液を飲料，色素等多用途.若い茎葉を良質飼料.

9. 1年生革本，草丈23m，太い茎，盛夏に穂を出し，種々粒色の種子を着ける.

10. 北瀧道から沖縄まで適応，病虫害に強く，栽培容易，生育期間 4~5 個月と短い..

11.農水省(バイオマス計調)，東北電力等で利用法の開発，栽植管理法，品種等の研究さ

れたが，現在，コスト面で問題あるといわれる.

12. 15 他.

2009 -一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---
1.未導入植物

2.シナアブラギリ

3. Aleurites fordii Hemsl.トウダイグサ科

4. (中名)油楠， (英名)Tung-Oil tree， China wood-Oil tree 

5.中国

6.中国中南部，東南アジアに分布

7.工業用(油料)

8.主な木本油料植物の一つ.種子に70%の速乾性油.印刷用インキ等最良品.

9.落葉小高木，数m.葉は卵形全縁か3小葉，石果は球形で3… 6cm. 

10.山地斜面の岩石多い土地にもよく育つ.播種後30年で最盛期，その後60年収穫可能.

12. 26， 28 (15) 

2010 -----~-~-一一一一一一一一一一一一。
1.未導入植物

2.シ口マツナ

3. Suaeda glauca Bunge， S. asparagoides (抗iq.)Makinoアカザ科

4. (中名)誠逢

6' .中国，ロシア，モンゴルに分布

7 .工業用(池料)

8.種子に約25%の油脂を含み，石鹸，ペンキ，印麟インク等の原料となる.若茎葉を食

用.

9. 1年草，茎は直立して40-80cm，上部で分枝多，葉は松葉様，種子は黒色で笹2mm. 

10.海岸砂地などに生息、.

12. 28 (15) 

2011・...._..，---一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---
1. I日導入・未利用植物

2.ストケシア，ルリギク

3. Stokesia laevis (Hill) Greeneキク科

4. (英名)Greene 

6.米臨南東部に分布.英国で栽培.日本へ大正に花きとして移入.

7.工業用(池料)

8.種子に油40%(70%のEpoxyoleicacid)を含み，これはビニールプラスチックの安定

剤となる.Epoxyoilの天然の実用的供給諒が米だ無いので期待されている.

9.多年草.107mで，上部で分校，先端にアザミ様花，葉は長形，種子は角ある長円 1cm. 

10.半栽培型と変異大きい野生型がある.欠点は種子収量が少ない.
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12. 3 (15) 

2012-------------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一，
1.未導入植物

2.スナジアカザ

3 . AgrioPhyllum arenarium Bieb.アカザ科

4. (中名)沙逢

6.中盟東北部，モンゴJレ，シベリヤ，欧州の乾燥地帯に分布.

7 .工業用(油料)

8.中屈で種子から油質 (20%)を採取する.広く利用されている油料植物.若い植物は

飼料.

9. 1年生革本.草丈15-60cm.硬い茎を基部から分枝し展開する.

12. 28 (15) 

2013 一一一一一-~_...._-_....-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---
1 .来導入植物

2.デザート ミルクウィード

3. AsclePias subulata Decaisne ex A. DC 

4. (英名)Desert milkweed 

6.米国カリフォノレニア州南部，アリゾナ，ネパダ州の砂漠地帯に野生.

7.工業用(ゴム質)

8.植物体内にラテックスのゴム質を 3-5%含む.

9.地下にごぼう根を持った多年草.茎は円柱形高さ50-200cm，灰窃色の粉をふき， 20-

500本の茎を叢生して径2mの株，葉がないので特異な外観.茎頂部に数個の散形花序.

10.気温 6度Cから50度C，雨量80-100mmの厳しい条件でも育つ.厳しい乾燥地帯の

耕地利用によるゴム質生産の可能性.

12. 26 

2014 -------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---
1.米導入植物

2.ハギクソウ

3. Euphorbia esula L.トウダイグサ科

4. (中名)乳奨大戟

6.中田中南部，アジア，欧州、1，日本中部以北に広く分布.

7.工業用(油料)

8.種子に35%の油質を含む.

9.多年草.高さ15-40cm，白色の液汁を持つ.茎は菌立，葉は2cmで密生，朔巣は2

mmで茶色.

10.山地斜面の草地，砂質地に生育.我が闘で海岸に自生.

12. 28 (15) 

20日------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---
1.未導入植物

2.パレイゴムの木

3. Cηrttostegia grandiflora R. Br.， C. madagascariensisガガイモ科
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4. (英名)Palay 

6.マダガスカル.現在は両半球の熱帯，亜熱帯に分布.

7.工業用(ゴム質)

8. Palay rubberの窟料.第二次大戦の持，広く伝播，栽培された.

9.木質の蔓性.多くのゴム植物の内で極めて頑健で生育卒く 61閏月で収穫.

11.商業生産が見られ，将来の利用が期待されている.

12. 10 

2016 ----ゆ0・..._....--....-俳-~-----~-~-~-~-~-~-~-~-~・e・~-~-~-~-~--_...._#_--~-~-----;・e・...._...._....---・o・ゅ_...._-・e・e
1.米導入植物

2.ハリ…

3. Grindelia camporum Greeneキク科

4. (英名)Hallii， Gum weed 

5.米国カリフォルニアのセントラルパレイ地帯

6.北米のGrindelia属の大部分は南西部に分布.

7.工業用(樹脂)，ハーフ守

8.有名な樹脂原料.多細胞線(茎の表面，葉，総高)から樹脂(Resin)を生成.grindelic 

acidを主成分.

9.ヒマワリの仲間の多年事で， 1 m{立，花はヒマワリを小型にした形.

11. ~又量が増加できれば乾燥地帯の有望な新作物.アリゾナ，テキサス州で収量，成分の

開発試験実施.

12. 11， 27 

2017---ゅ-..，._...--砂_....--..，.・0・------砂e砂--_..._...，._......_---・0・ゅe砂_..._-_...._....-
1 .米導入植物

2.ホホパ

3. Simmondsia chinensis (Link) Schneiderツゲ科

4. (英名)Jojoba 

5.北米内部の乾燥地帯.

6.北メキシコ，西南米国の乾操地帯に生息.米酪で小規模栽培，産業化.メキシコ，イ

スラエルで栽培農菌.インドで開発研究.

7 .工業用(油料)

8.種子の液状ワックス状の油は高説・高圧下で粘性不変の潤滑油として有用.化学合成

し難く，以前は鯨脳油のみが供給源.アルコールと混合して良質のジーゼル燃料.

9. 60-90cmの強健な濯木.降水量十分なら 2-3mの立派な樹体， 500mmあれば生産

性維持.常緑，浮い皮革の青緑色の葉.茶色の lインチ以上の果実，ワックス50%含む.

雌雄異株.

10.難点は多収品韓がない.変異大で改良の可能性あるが挿木繁殖国難.経済収穫までに

4 5年.酎乾燥，耐塩性で海岸の痩せ地にも適.既存作物不適地の耕地利用が可能.

11.米毘農務省植物導入所(FPISフロリダ)で保存，品種育成.他の保存はメキシコ，イ

スラエル，英国，インド国立ジーンパンク (NBPGR)

12. 32 (6) 
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2018 -~-~-~-~-~-~-~-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一，
1 .導入・!日利用植物

2.マオラン

3. Phormium tenax Forst.リューゼツラン科

4. (英名)N ew zealand hemp (Flax) 

5.ニュージーランドの沼沢地

6. 1771年に英国に移植後，世界に伝播，応く熱帯，温帯で栽堵.我が国へ明治初年と今

大戦後移入，九州と東海で栽培，現在なし.

7.工業用(繊維)

8.繊維は柔軟で弾力に富み，腐敢なく光沢強いので，敷物，綱索帆布，製紙に適する.

9.常繰多年生革本.高さ 1-1.5mの多数の槍形，厚く臨直の葉を根充から出す.夏に花

茎から種色の花.

10.広い地域適応性，繁殖は株分けか種子，春に新葉3枚位残して収穫.

11.調帯に栽培の唯一の重要な額賀繊維原料.商員価値の割に労力大が難点.

12. 45 (15) 

2019-~-~-~-~-~-~-~-~-~-~-~-~・~-~・e・ω_..._....-併-~-柵-~-ψ--_...._..._.... ・o・--..._...._....・e・4
1.未導入植物

2.マンガベイラ

3. Hancornia sρeciosa Gomezキョウチクトウ科

4. (英名)Mangabeira 

6.ボリビア，ブラジfレ，パラグアイ，ブラジ/レから一時期製品が輸出された.

7.工業用(ゴム質)

8.地方的な主要なゴム原料の一つ.Mangabeira rubberという.

9.低木で，球果は卵形，赤，黄色でプラム大，可食でブラジルでママレードに重用.

12. 10 

2020 -~・e・-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一。
1.未導入植物

2.ロシアタンポポ，コクサギス

3. Tm御前umkok-saghyz Rodinキク科

4. (英名)Kok-saghyz 

6. I日ソ連邦中部トルキスタン地方の野生植物

7.工業用(ゴム質)

8.太いごぽう根に多量のラテックスを蓄える.この震は育種で改良可能.Russian Dandelion 

と言う.

9.タンポポ様多年草，葉は声披針形で3-10cm.花茎に黄色の頭状花序.

10.半乾燥地のアルカリ土壌に生える大型根部の革勢強い植物.播種後 1年自に根部を

450-570kg/ha収護.機械化可能.

11.温寒帯でも生産可能な貴重なマイナーのゴム資源の一つ.中国，アルゼンチンで試作

研究中.先の大戦中， I臼ソ連でゴム生産計り，米国42州で試作.

12. 26 (10) 
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(3) 耕地保全・改良用，及び飼料核物(主用途)

1.導入・開発中植物

2.クロタラリア，サンへンプ

3. Crotalaria juncea L.， C. beη:ghalensis Lam.マメ科

4. (英名)Crotalaria， Sunn hemp， Indian hemp，地.

5.インド，パキスタンと推定.

6.インドと周辺国，アフリカ，ブラジル等で栽培多い.近年，我が闘で緑肥，線虫対抗

作物として研究，一部で普及.

7.緑肥，土壌線虫防除，飼料.工業用(繊維)

8.我が留でよ記用途で，国公立，民間研究機関で研究，種子市販中.ブラジルで緑肥利

用.元来が東洋産熱帯繊維作物でジュートより耐久性ある.

9. 1年生革本で， 1-3 m，上部で分枝，深い直根性根系，構円形の単葉，花は濃黄色.

10.熱帯から冷温帯まで適応，生長早く，地面を被覆するので雑草防除効果.北陸の重粘

土水田で土性改良に効果が認められた.

11.クロタラリア属は種類多く，我が国はこの種が普及.特定種に特定線虫防除効果.

12. 4， 46 (55) 

1.未導入植物

2.クラクロ.，，.，-

3. Triforium ambiguum Bieb.マメ科

4. (英名)Kura clover，狂oneyclover 

5.コーカサス，クリミア， トルコ

6.原産地で栽培の他，豪州、1，ニュージーランド，米国，カナダで導入，開発中.

7.耕地保全，飼料.

8.放牧牧草に重要.深く分岐した地下茎が土壌保全.蛋白質，無機質が多く，消化よい.

9.主事高10-50cmの変異多い多年草.根の発育優れる.花は卵形2-4cm白からピンク

になる.強い自家不和合性.

10.非常に広い気候，土壌に適応.離寒性強.長日で開花. 2， 4， 6倍体有り改良可能.

11. N閤定菌接種，種子増殖の制約で普及が進まないが商業化有望.

12.47 (4) 

1.未導入植物

2.サイラトロ

3. Macroptilium atropurtureum (DC.) Urb.， p，加seolusatropuゆureumDC.マメ科

4. (英名)Purple bean， Siratro 

6.テキサスチトi南部から中米，コロンピア，ペルー，アルゼンチンに自生.ブラジル，メ

キシコ，豪州，太平洋諸島で重要な牧草事.

7.放牧用牧草，耕土保全.

8.上記諸国で放牧用重要牧草.雑草抑制，耐乾性の優れた被覆作物.

9.多年生蔓性革本.適度深さの伏臥棋と主深根.葉は3小葉，総状花序に赤紫色の花.
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10.亜熱帯，やや乾燥の熱帯によく適応， 2000mまで生育.日長12時間以内の短臼性.

12. 4 (55) 

3004 ---------------一一一一一一一一一一一一一一一一一一-
1.米導入植物

2.シベリアハマビシ(中名)自刺

3. Nitraria sibirica Pall.ハマピシ科

6.中国東北部， 1日ソ連に分布.

7.土壌保全

167 

8.前風林や流砂を閤める重要な植物.通常，及々草 (AchnatherumsPlendensハマビシ

科)と混樟.果実は甘酸っぱく生食.

9.落葉低木，嬢小で刺を持ち樹皮白色，多肉質の葉が密で黄緑色の小花.

10.乾燥に耐えて壌性地を好む.

12. 28 

3005 -一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一--.
1.未導入植物

2.シルトグラス

3. Paspalum vaginatum Swartz.イネ科

4. (英名)Silt grass， Seashore paspalum， sheathed paspalum， Salt wateI' couch 

6.豪州，南スペイン，南米南部，米国加チ1'1等の両半球沿岸部に自生.作物化栽培は豪州、1，

フロリダ州等.

7.土壌保全・改良，芝，牧草.

8.海岸砂地の土壌安定，塩地囲獲.自細い芝，繁殖容易.放牧に耐える現想的な牧草.

9.耐塩性の強い根茎ランナーのよく発逮した京本.

10.砂嚢海岸によく育つ.無肥料.冬期休眠状態.種子生産がよくない.

12. 32 

3006 -----------------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一。
1.導入・開発中植物

2.セスパニア ロストロラータ(学名のローマ字読み)

3. Sesbania rostrataマメ手2j.

5.アフリカ・セネガノレで1980年に発見.

6.フィリピン等東南アジアで利用.熱帯アジア，アフリカ，我が国で緑肥に研究開発中.

7.隷杷，耕地改良

8.セスパニア属は緑肥，深い直根系による土層改良植物として有用であるが，特に本種

は根粒菌に加えて地探からよ方へ茎粒が寄生し，高いN固定能が注目される.

9.多年生革本，緑色の茎が3-4m，シダ状に切れ込んだ小葉が葉軸上に並ぶ.黄色花.

10.湛帯域まで適応広い.我が閣で6月上旬-8丹上旬播麓，草丈l.5-2 mで鋤込む.

11.耐湿性あり，乾物収量高く， 7.kE8下層土の破酔で転換畑の土壌改良に期待.市販種子

が雪印種苗瓦Kr田助J，カネコ種苗KKrロストラータ」として普及.
12. 46， f也

3007 -------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一，
1.未導入植物
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2.ヤブマメ

3. Amlうhicarpaeaedgeworthii Benth. var. Japonica Oliverマメ科

4. (英名)Wild bean 

6.ヒマラヤから中国，日本(北海道から九州)に分布.

7.被覆植物，緑肥

8.表土の浸食防止に震要.鋤込んで土壌改良.立を煮，または米と炊く.

9.蔓性1年草，葉は3小葉の広卵形，花は薄紫色，地上の普通花による立は嬬平，地下

の閉鎖花による豆は球形.

10.道端，野原に自生多い.

12. 55 (7， 15) 
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摘要

I部では，まず，新資源植物に対する過去と現在の内外の取り組み及び新資源植物の重

要性を述べた.すなわち，今日の主な栽培植物は古代文明の発生時に殆どが出現し，その

後，今日まで重要な新栽培模物は出現しなかったのであるが，栽培植物発生地域から他地

域への伝播は活発に行われ，特に16世紀以降の大航海時代とそれに続く欧州諸国の植民地

統治時代に活発になり，積極的に新資源植物の探索，収集が行われた.その後もこの取り

組みは地道に継続されてきた.現在，新資糠植物に対する関心が内外共に高まっている.

それは長期的には人類の将来の食糧，産業資源問題と現代の世界規模の地域開発等による

資源の滅失問題，短期的には我が臨も含めた先進国の生産者，消費者ニーズへの対応と開

発途上層の食糧増産のためである.

新資源植物を開発の素材の面から二つに分けることができる.一つは栽培化に必要な栽

培型の諸特性が，ある程度獲得されている植物と， f也は野生型の特牲を強く残している植
物である.前者は21世紀内外の比較的短期のニーズを目標とする開発に適した素材であり，

後者は21世紀以降の長期的な展望のもとの開発に向いている.

次に，我が国における新資源植物の果たすべき役割，確保の方向について述べた.新資

諒植物は既存の栽培植物にとって換わる立場でなく，住み分けて考えるべきで，用途，機

能，物質生産において新しい需要を創出するものである.将来の食糧増産の方策は，先ず

第ーに既存の主要栽培植物を基本の素材としてその延長上にこれらの遺伝的変異の拡大を

計るべきである.一方，新資源横物の役割を次の6項自の分野の酉から示した.1)生産

物質の面， 2)利用形態の面， 3)工業用鹿料の頭， 4)生体機能の00，5)耕地環境保

全の苗， 6)不良環境地帯の耕地利用の面.

II部では I部で述べた新資源植物の果たすべき役割の考え方を念頭に置いて，内外の単

行本，論文，事典，業務資料から107種の新資源植物を選定し，それらの情報を簡潔に示し，
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考察を加えた.
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Summary 

Investigation on Underexploited Economic 
Resource-Plants in Japan 

Michio MAKITA 

Department of Genetic Resources II， 

N ational Institute of Agrobiological Resources， 

Tsukuba-shi 305 Japan 

The purposes of this report are， (1) to discuss the roles of economic resource-

plants as the materials of new crops in Japan， (2) to collect and discuss the informa-

tions of these relevant plants， and (3) finally， to contribute to exploration and preserva-

tion of these plants in our Institute. 

In Chapter 2 of Part 1， the past activities concerning economic resource…plants 

are reviewed. In Chapter 3， the significances of these plants in J apan are discussed in 

relation to (1) food and industry-resources in future， (2) preventation from genetic 

erosion by the increase of genetic variability and (3) r・equirementsof farmers and 

consumers for new agricultural products in these days. In chapter 5， the roles of 

economic resource-plants in agriculture of J apan are discussed. That is， it is necessary 

that new crops have special， useful genetic features different from today's main crops 

for human life in future. 

In Part U， date on 107 economic resource-plants are collected and discussed. 
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